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－コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ －コウノトリ悠然と舞う ふるさと－ 

1 25月 日発行 

新たな思いを胸に集う新たな思いを胸に集う
晴れ着姿の新成人晴れ着姿の新成人

豊岡市成人式豊岡市成人式
（詳細は、２～３ページに掲載）（詳細は、２～３ページに掲載）
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▲式典前に、久しぶりに会った友達と記
念撮影する新成人

▲式典では、新成人に中貝市長などから
祝福と激励のことばが贈られた

▲中貝市長に誓いのことばを述べる新成
人代表の２人

平成１９年度 豊岡市成人式平成１９年度　豊岡市成人式

１，１，００３１人が大人の仲間入り３１人が大人の仲間入り

　１月１３日、平成１９年度　豊岡市成人式を市民会館で開催しました。雪が舞い散る中、新成
人対象者１，０３１人（男性５５５人、女性４７６人）のうち、８２４人（男性４４３人、女性３８１人）が、スーツ
や振り袖姿などで参加し、決意を新たにしました。
　式典では、中貝市長などがお祝いのことばを述べるとともに、新成人を代表して、太田
垣竜也さんと津垣有惟子さんが誓いのことばを述べました。
　また、式典後には、成人式実行委員会の主催により、アカペラグループ「 Ｂｅ 　 ｉｎ 　 Ｖｏｉｃｅｓ 」

ビー イン ヴォイセス

のアカペラコンサートが行われ、２０歳の門出に華を添えました。
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今
春
か
ら
就
職
す
る
の
で
、
社

会
人
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
親
や
友
達

な
ど
、
す
べ
て
の
人
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
生
き
て
い
き

た
い
で
す
。

代
表
し
て
記
念
品
を
受
け
取
っ
た

足
立
あ
い
さ
ん（
竹
野
町
濱
須
井
）

　

成
人
に
な
っ
た
と
い
う
実
感
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
日
か
ら
は
、

社
会
人
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
、
そ
し
て
、
こ
の
ま
ち
に
生

ま
れ
た
こ
と
の
誇
り
を
持
ち
、
将

来
に
向
か
っ
て
、
し
っ
か
り
と
歩

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

津
垣
有
惟
子
さ
ん（
三
坂
町
）

　

大
事
な
式
で
大
役
を
任
さ
れ
、

と
て
も
幸
せ
で
す
。
成
人
式
を
迎

え
て
、
や
っ
と
成
人
の
実
感
を
持

て
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、
成
人
の
自
覚
を
持
ち
、

責
任
あ
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。

式
典
の
司
会
を
務
め
た

西
浦
美
夏
さ
ん（
高
屋
）

　

今
日
か
ら
成
人
と
し
て
、
生
き

て
い
く
術
を
模
索
し
て
、
新
た
な

こ
と
に
も
挑
戦
し
、「
コ
ウ
ノ
ト
リ

悠
然
と
舞
う　
ふ
る
さ
と
」
を
実

現
さ
せ
る
原
動
力
と
な
る
べ
く
、

大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た

太
田
垣
竜
也
さ
ん（
竹
野
町
竹
野
）

　

実
行
委
員
と
し
て
、
頑
張
っ
て

き
ま
し
た
。　

歳
に
な
っ
た
実
感

２０

は
な
い
の
で
す
が
、
こ
れ
を
機
会

に
も
っ
と
大
人
に
な
ら
な
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
但
馬
人
と
い
う
こ

と
に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

式
典
の
司
会
を
務
め
た

奥
西
祐
人
さ
ん（
日
高
町
上
石
）

　

皆
さ
ん
の
協
力
で
無
事
に
成
人

式
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

委
員
長
と
い
う
大
役
は
、
自
分
に

と
っ
て
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
の
一
員
と

し
て
、
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に

頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

成
人
式
実
行
委
員
長

奥
仲
直
喜
さ
ん（
出
石
町
町
分
）

▲大人になった思いを胸に友達と一緒に式典に
参加する新成人

　

私
た
ち
は
、
西
日
本
を
中
心
に

活
動
し
て
い
る
ア
カ
ペ
ラ
グ
ル
ー

プ
で
す
。
こ
れ
ま
で
豊
岡
で
開
催

さ
れ
る
ア
カ
ペ
ラ
の
大
会
に
審
査

員
と
し
て
、
来
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
成
人
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、

こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
失
敗

を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
豊
岡
や
世
界
の
た

め
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
で
す
。
私

た
ち
は
、
歌
を
通
じ
て
地
域
社
会

で
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

若
い
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、
ふ

る
さ
と
へ
の
恩
返
し
も
忘
れ
ず
、

自
分
の
道
に
突
き
進
ん
で
く
だ
さ

い
。
み
ん
な
で
良
い
社
会
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

Ｂｅ ｉｎ Ｖｏｉｃｅｓ 

豊岡や世界のために 
　　貢献してほしい 

（アカペラグループ） 

ビー イン ヴォイセス 
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行
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
告
の
必
要
な
方

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
豊

２０

岡
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成　

年
１９

中
に
所
得
の
あ
っ
た
方
は
申
告
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
こ
の
申
告
は
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告
も
兼
ね
て
い
ま
す

の
で
、
国
民
健
康
保
険
加
入
世
帯

の
方
は
所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
必
ず
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
告
が
な
い
場
合
、
「
低

所
得
者
軽
減
」
に
該
当
し
て
も
そ

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　

そ
の
ほ
か
、
給
与
所
得
以
外
に

所
得
の
あ
る
方
、
２
カ
所
以
上
か

■　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医

７５療
対
象
者
の
方

　

税
法
上
、
申
告
が
不
要
な
場
合

で
も
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
を
算
定
す
る
上
で
、
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
市
民
課
国
保
医
療
係
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
市
県
民
税
申
告
書（
兼
国
民

健
康
保
険
税
申
告
書
）の
配

布

　

昨
年
に
市
県
民
税
申
告
書
を
提

出
さ
れ
、
今
年
も
申
告
が
必
要
と

思
わ
れ
る
方
に
は
１
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
。

■
必
要
な
書
類
･
証
明
書
･
印

鑑
を
忘
れ
ず
に
！

　

相
談
に
お
越
し
に
な
る
前
に
、

申
告
書
と
一
緒
に
送
付
す
る
「
平

成　

年
度
市
県
民
税
申
告
の
て
び

２０
き
」
を
よ
く
読
み
、
帳
簿
な
ど
は

必
ず
整
理
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　

来
庁
時
に
は
、
申
告
者
本
人
が

申
告
書
に
記
入
作
成
の
上
、
必
要

な
書
類
・
証
明
書
・
印
鑑
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
帳
簿
の
整
理

が
で
き
て
い
な
い
場
合
や
必
要
書

類
が
な
い
場
合
は
、
相
談
を
お
断

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
３
月　

日
の
申
告
期
限

１７

間
近
や
市
役
所
で
の
申
告
相
談
は

大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
目
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
消
費
税
の
申
告
を
す
る

方
は
他
会
場
（
税
務
署
、
じ
ば
さ

ん
但
馬
な
ど
）
で
の
申
告
相
談
を

利
用
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
の
申
告

税 税 
の
申
告
時
期
で
す 

の
申
告
時
期
で
す 

【
期
間
】 

２
月
１８
日
（
月
）
〜
３
月
１７
日
（
月
） 

申
告
は
正
し
く
早
め
に
!!
 

所得税の確定申告をする 
いいえ 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

国民健康保険加入世帯である 

給与または公的年金以外に所得がある 

年の途中で退職等の異動がある 
お 

給与または公的年金を 
２カ所以上からもらっている 

いいえ 
給与等の年末調整の内容に変更がある 

申告書の提出は 
必要ありません 

申告書を提出 
してください 
※ただし、不要 
の場合もありま 
すので、詳細は 
問い合わせくだ 
さい 

■
期
限
内
に
必
ず
申
告
を
！

　

申
告
書
は
、
所
得
証
明
書
、
老

齢
福
祉
年
金
、
福
祉
医
療
（
老
人

医
療
等
）
・
児
童
手
当
の
給
付
、

保
育
所
の
入
所
や
市
営
住
宅
入
居

な
ど
の
手
続
き
に
必
要
な
資
料
と

な
り
ま
す
。
申
告
が
な
い
と
、
こ

れ
ら
に
関
係
す
る
諸
証
明
書
が
発

ら
給
与
所
得
の
あ
る
方
、
ま
た

は
、
雑
損
控
除
・
医
療
費
控

除
・
寄
付
金
控
除
の
適
用
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
も
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

方
・
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
か
ら

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書

の
提
出
が
あ
る
方

※
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

は
申
告
不
要
の
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
税
務
課
市
民

税
係
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

平
成　

年
分
所
得
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
平
成　

年
１
月
１
日

１９

１９

か
ら　

月　

日
ま
で
の
１
年
間
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
の
上
、
申
告
し
て

１２

３１

く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
対
象
は
、
所
得
税
、
個
人
事
業
税
、
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保

険
税
で
す
。
申
告
相
談
会
場
お
よ
び
時
間
は
次
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
の
と
お

り
で
す
の
で
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
規
模
の
大
き
い
方
（
所
得
金
額
が
お
お
む
ね
３
０
０
万
円

を
超
え
る
方
）
や
不
動
産
な
ど
の
譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

の
あ
る
方
、
青
色
申
告
を
す
る
方
は
、
税
務
署
で
相
談
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
税
務
課
市
民
税
係
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相談時間
（　）は受付時間
１２：００～１３：００の間
相談は行っていません

３　月２　月月　日

申告相談会場

１７１４１３１２１１１０７６５４３２９２８２７２６２５２２２１２０１９１８

月金木水火月金木水火月金木水火月金木水火月

９：００～１７：００◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎豊岡税務署 1 階

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
市役所本庁西別館
城崎総合支所

日高農村環境改善センター

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○
竹野総合支所

（９：３０～１５：００）◎◎◎

（９：００～１５：３０）○○竹野南地区公民館

（９：００～１５：３０）○中竹野地区公民館

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
出石総合支所

（９：３０～１５：００）◎◎

（８：３０～１６：００）○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
但東総合支所

（９：３０～１５：００）◎◎

（９：００～１５：３０）○資母地区公民館

（９：００～１５：３０）○高橋地区公民館

（９：３０～１５：３０）◎◎◎◎◎◎◎◎じばさん但馬 6 階

（９：３０～１５：００）◎瀬戸公民館

（９：３０～１５：００）◎城崎大会議館

（９：３０～１５：００）◎◎◎◎◎ワークピア日高

※◎印は所得税の確定申告、○印は市県民税・国民健康保険税の申告（所得税の申告も可）を行います。都
合の良い日時・会場を利用ください。
※豊岡税務署は駐車場に限りがありますので、お越しの際はできるだけ公共交通機関を利用ください。

※市県民税・国民健康保険税の申告相談会場の午前の受付は 11 時 30 分までですが、人数制限をしています
ので早めに終了する場合があります。（夜間相談・休日相談も人数制限します）

※市役所本庁に申告相談で来庁の方は、市役所駐車場が無料になります（相談会場受付で駐車券を提示して
ください）。

■夜間相談 ■休日相談

相談会場受付時間月日

市役所本庁西別館、城崎総合
支所、竹野南地区公民館、日
高農村環境改善センター、出
石総合支所、但東総合支所

１８：００～２０：００

２月２２日
（金）

市役所本庁西別館、竹野総合
支所、日高農村環境改善セン
ター

３月７日
（金）

相談会場受付時間月日

市役所本庁西別館、城崎総合
支所、竹野総合支所、日高農
村環境改善センター、出石総
合支所、但東総合支所

８：３０～１１：３０
３月２日
（日）

申告相談会場・時間一覧表

税の申告
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税
源
移
譲
に
伴
っ
て
、
平
成　
１９

年
分
以
降
の
所
得
税
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
に
控
除
し
き
れ
な

い
額
が
生
じ
た
場
合
は
、
平
成　
２０

年
度
以
降
の
市
県
民
税
か
ら
所
得

税
で
控
除
し
き
れ
な
い
額
を
控
除

す
る
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
対
象
者

・
平
成　

年
１
月
１
日
か
ら
平
成

１１

　

年　

月　

日
ま
で
に
、
住
宅

１８

１２

３１

を
新
築
ま
た
は
購
入
し
、
入
居

さ
れ
た
方

※
減
額
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
の

申
告
期
限
（
平
成　

年
３
月　

２０

１７

日
）
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

■
控
除
額

　

次
の
①
、
②
の
少
な
い
方
の
額

か
ら
、
③
に
掲
げ
る
金
額
を
控
除

し
た
額
と
な
り
ま
す
。

①
前
年
分
の
所
得
税
の
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
可
能
額

②
税
源
移
譲
前（
平
成　

年
分
）の

１８

税
率
で
算
出
し
た
前
年
分
の
所

得
税
額

③
税
源
移
譲
後（
平
成　

年
分
）の

１９

税
率
で
算
出
し
た
前
年
分
の
所

得
税
額

■
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除

申
告
書
の
配
布

　

平
成　

年
分
の
所
得
税
で
住
宅

１８

借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
て
い

る
方
に
は
１
月
中
旬
に
送
付
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
税
務
課
市
民
税

係
お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課
の
窓
口
に
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の
で
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
と
、
確
定
申
告
を
し
な
い

方
で
は
申
告
書
の
様
式
が
異
な
り

ま
す
の
で
注
意
く
だ
さ
い
。

■
申
告
書
の
提
出
先

　

所
得
税
確
定
申
告
を

・
す
る
方
…
税
務
署

・
し
な
い
方
…
市
役
所
（
源
泉
徴

収
票
添
付
）

　

損
害
保
険
料
控
除
が
廃
止
さ
れ
、

地
震
保
険
料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、

従
来
の
損
害
保

険
料
控
除
は
廃

止
さ
れ
ま
す
が
、

経
過
措
置
と
し

て
平
成　

年　
１８

１２

月　

日
ま
で
に
契
約
し
た
長
期
損

３１
害
保
険
（
満
期
返
戻
金
等
の
あ
る

保
険
期
間
が　

年
以
上
の
も
の
）

１０

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
上
限

１
０
、
０
０
０
円
の
範
囲
で
所
得

控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
地
震
保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保

険
料
の
両
方
に
該
当
す
る
契
約

（
控
除
証
明
書
に
両
方
の
金
額

が
記
載
さ
れ
た
も
の
）
に
つ
い

て
は
、
い
ず
れ
か
一
方
の
額
の

み
が
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
で
、
前
年
の
合

６５
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

に
対
す
る
非
課
税
措
置
が
、
平
成

　

年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

１８
　

な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
平
成

　

年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て　

１７

６５

歳
以
上
の
方
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

に
は
、
平
成　

年
度
は
税
額
の
３

１８

分
の
２
が
減
額
さ
れ
、
平
成　

年
１９

度
は
税
額
の
３
分
の
１
が
減
額
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度

２０

か
ら
は
全
額
課
税
と
な
り
ま
す
。

住
宅
借
入
金
等

特
別
税
額
控
除
の
創
設

老
年
者
非
課
税
措
置
の

　

廃
止
に
伴
う

経
過
措
置
の
終
了

平
成
２０
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る 

　
　
個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容 

■控除額の計算方法
地震保険料控除額支払保険料保険の種類

支払保険料×１／２５０，０００円以下
地震保険料

２５，０００円５０，００１円以上

支払保険料の全額５，０００円以下

旧長期損害保険料 支払保険料×１／２＋２，５００円５，００１円以上１５，０００円以下

１０，０００円１５，００１円以上

最高２５，０００円－
地震保険料と旧長期損害保
険料の両方がある場合　　

地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
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平
成　

年
中
の
所
得
金
額
が
減

１９

少
し
、
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な

る
方
の
所
得
税
と
市
県
民
税
の
負

担
の
調
整
を
行
う
た
め
、
平
成　
１９

年
度
の
個
人
市
県
民
税
を
減
額
す

る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

■
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す

る
方
で
す
。

・
平
成　

年
度
市
県
民
税
の
課
税

１９

所
得
金
額（
申
告
分
離
課
税
を

除
く
）が
所
得
税
と
の
人
的
控
除

額
の
差
の
合
計
額
よ
り
多
い
方

・
平
成　

年
度
市
県
民
税
の
課
税

２０

所
得
金
額（
申
告
分
離
課
税
を

含
む
）が
所
得
税
と
の
人
的
控

除
額
の
差
の
合
計
額
以
下
の
方

※
人
的
控
除
額
と
は
、
障
害
者
控

除
、
寡
婦（
寡
夫
）控
除
、
勤
労

学
生
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
配

偶
者
特
別
控
除
、
扶
養
控
除
お

よ
び
基
礎
控
除
の
額
で
す
。

■
手
続
き

　

平
成　

年
７
月
１
日（
火
）か
ら

２０

　

日（
木
）ま
で
に
、
平
成　

年
１

３１

１９

月
１
日
現
在
の
住
所
地
の
市
区
町

村
へ
申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
詳
細
は
後
日
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

平
成　

年
分
の
農
業
所
得
は
収

１９

支
計
算
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
所
得
以
外
に
給
与
所
得
な

ど
の
所
得
が
あ
る
方
は
、
各
種
所

得
を
合
算
し
て
市
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
自
家
消
費
だ
け
の
方
な

ど
、
収
支
計
算
の
結
果
、
農
業
所

得
が
赤
字
と
な
る
方
は
、
申
告
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
他
の
所

得（
給
与
・
公
的
年
金
な
ど
）と
損

益
通
算
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

収
支
計
算
を
す
る
際
の
土
地
改

良
費
に
つ
い
て
、
賦
課
金
が　
１０

ア
ー
ル
当
た
り
１
万
円
以
上
の
場

合
は
、
賦
課
金
に
含
ま
れ
て
い
る

永
久
資
産
相
当
分
が
必
要
経
費
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
賦
課
金
が
１
万
円
以
上

の
土
地
改
良
区
等
に
つ
い
て
は
、

控
除
額
を
左
表
の
と
お
り
算
出
し

ま
し
た
の
で
、
収
支
計
算
を
す
る

際
に
、
控
除
額
を
土
地
改
良
費
の

必
要
経
費
と
し
て
計
上
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
表
に
な
い
土
地
改

良
区
等
の
賦
課
金
は
、　

ア
ー
ル

１０

当
た
り
１
万
円
未
満
の
た
め
、
支

払
っ
た
賦
課
金
額
を
必
要
経
費
と

し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
（
城
崎
、

竹
野
、
但
東
地
域
に
は
１
万
円
以

上
の
土
地
改
良
区
は
あ
り
ま
せ

ん
）。

　

ま
た
、
支
払
額
の
分
か
る
領
収

書
等
は
必
ず
７
年
間
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成　

年
１９

４
月
１
日
以
降
に
取
得
し
た
農

業
・
営
業
・
不

動
産
所
得
等
に

関
す
る
減
価
償

却
資
産
に
つ
い

て
は
、
耐
用
年

数
経
過
時
点
に
「
残
存
簿
価
１

円
」
ま
で
償
却
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
３
月　

日
以

１９

３１

前
に
取
得
し
た
減
価
償
却
資
産
に

つ
い
て
も
、
償
却
可
能
限
度
額
に

達
し
た
翌
年
か
ら
「
残
存
簿
価
１

円
」
に
な
る
ま
で
５
年
間
の
均
等

償
却
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
平
成　

年
分
の
申
告
か
ら
）。

２０

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
農
業
所

得
の
収
支
計
算
を
手
助
け
す
る

「
農
業
所
得
収
支
計
算
ソ
フ
ト
」を

添
付
し
て
い
ま
す
の
で
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
減
価
償
却
費
の
計

算
に
対
応
さ
せ
る
た
め
再
度
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
源
移
譲
時
の
年
度
間
の

所
得
変
動
に
係
る
減
額
措

置（
平
成　

年
度
の
み
）

２０

平
成
１９
年
分
の
農
業
所
得
申
告 

減
価
償
却
費
の
計
算
方
法

■土地改良費控除額（１０アール当たり）

控除額名　　　称地域

３２，０４９円辻土地改良区（名取）

豊岡

１５，８３４円一般分
中佐土地改良区

１３，４４８円特別分

１５，１０６円中郷土地改良区

９，９７６円中郷開田組合

１４，８５５円ほ場（田）
新田井堰土地改良区

１２，１３０円ほ場（畑）

２０，２２３円新田東部土地改良区

１１，９６４円一般分福田工区福江土地改良区

２４，５７５円一般分
森津土地改良区

１８，８８２円特別分

３４，８７０円八幡土地改良区

１３，４４３円国府平野土地改良区
日高

１１，６０６円田ノ口土地改良事業共同施行

１２，４００円室見台土地改良区

出石
３１，２７０円中川土地改良区

１３，７２１円出石北土地改良区

１０，０２０円見性寺土地改良総合整備事業

※荒原土地改良区の一般会計分、新田井堰土地改良区の経常分

（一般会計分）は、領収書等で確認し、別途経費に算入してく

ださい。また、福江土地改良区の福田工区一般分には、水利

費２，７２０円が含まれています。

税の申告
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健
診
は
、
予
約
制
で
事
前
申
込

み
が
必
要
で
す
。

　
　

〜　

歳
の
豊
岡
市
国
民
健
康

４０

７４

保
険
加
入
者
や
、
過
去
３
年
間
に

市
民
総
合
健
診
・
女
性
の
が
ん
検

診
を
受
診
し
た
方
お
よ
び　

歳
到

４０

達
者
に
は
、
２
月
上
旬
に
申
込
用

紙
を
送
付
し
ま
す
。

　

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申

込
用
紙
の
健
診
項
目
に
○
を
付
け
、

返
信
用
封
筒
に　

円
切
手
を
貼
り
、

８０

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
が
お
手
元
に
届
か

な
い
方
で
受
診
希
望
の
方
は
、

次
ペ
ー
ジ
記
載
の
関
係
課
窓
口

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
お

越
し
の
際
は
、
医
療
保
険
証
を

持
参
く
だ
さ
い
）。

▽
申
込
期
限

　

２
月　

日（
金
）必
着

１５

▽
申
込
書
送
付
先

　

豊
岡
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　

〒
６
６
８
‐
０
０
４
５

　

豊
岡
市
城
南
町　

‐
６

２３

　

健
診
の
時
期
は
、
下
表
の
と
お

り
５
〜　

月
に
な
り
、
午
前
と
午

１２

後
の
時
間
帯
が
あ
り
ま
す
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
受
診
い
た
だ
く
た

め
に
申
込
み
さ
れ
た
方
に
、
４
月

ご
ろ
、
健
診
日
時
や
場
所
を
指
定

し
て
通
知
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
と

異
な
る
時
期
の
案
内
が
届
く
場
合

が
あ
り
ま
す
が
、
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
　

月　

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
市
で
は
、
本
市
の
国

１２

１０

民
健
康
保
険
と
と
も
に
基
本
健
診
と
が
ん
検
診
を
セ
ッ
ト
に
し
た
「
す

こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
」
を
平
成　

年
４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

２０

　

こ
の
た
び
、
こ
の
ド
ッ
ク
の
申
込
方
法
や
日
程
、
会
場
、
受
診
料
金

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

健
診
の
申
込
方
法

健
診
の
時
期

平
成
２０
年
度 

健
診
は
予
約
制
で
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す 

申
込
期
限
　
２
月
１５
日（
金
）必
着 

健診日健診会場地域健診日健診会場地域

７月３日（木）・４日（金）南地区公民館竹野５月８日（木）・９日（金）

保健センター

豊岡

５月２０日（火）・２１日（水）

健康福祉センター
日高

６月１０日（火）・ １１日（水） 

９月１０日（水）１０月２９日（水）・３０日（木）

１１月１６日（日）・１７日（月）１２月１１日（木）・ １２日（金）

９月９日（火）清滝会館７月１２日（土）・１３日（日）・ １４日（月）五荘地区公民館

 ６月２５日（水） ・２６日（木）

健康福祉センター出石

９月４日（木）・ ５日（金） ・６日（土）八条地区公民館

９月２８日（日）・ ２９日（月）１０月８日（水） ・ ９日（木）港地区公民館

１２月５日（金）・６日（土）１１月１３日（木）・１４日（金）新田地区公民館

６月１４日（土）
健康福祉センター

但東

１２月１３日（土）三江地区公民館

 １０月６日（月）・７日（火）６月５日（木）・６日（金）健康福祉センター城崎

６月１３日（金）資母体育館１０月１９日（日）・ ２０日（月）健康福祉センター竹野

健診会場・日程

※　は、レディースデイの予定日です。女性のがん検診を希望される方はレディースデイでの受診になります。
※城崎地域のレディースデイは港地区公民館で実施します。
※日高地域の女性のがん検診は、日高医療センターでの実施になりますので別に案内します。



9 広報とよおか　2008.1.25

　

な
お
、
健
診
会
場
や
日
程
は
、

申
込
者
数
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
の
が
ん
検
診
（
乳
が
ん
検

診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
子
宮
頚
部

が
ん
検
診
）も
同
時
に
行
う
レ
デ
ィ

ー
ス
デ
イ（
女
性
の
み
の
受
診
日
）

を
設
け
ま
す

の
で
、
健
診

と
同
時
に
申

し
込
み
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
一
部
実
施
で
き
な
い
地

域
や
会
場
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
が
ん
検
診
の
う
ち
視

触
診
は
、
別
日
程
で
行
い
ま
す

（
料
金
別
途
）。

　

受
診
料
金
は
、
下

表
の
と
お
り
で
す
が
、

次
に
該
当
す
る
方
は

免
除
さ
れ
ま
す
。

▽
受
診
料
金
の
免
除

・　

歳
以
上
の
方
は
、
腹
部
超
音

７０波
検
査
を
除
き
無
料

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
・
生
活
保

護
世
帯
は
、
申
請
に
よ
り
無
料

※
健
診
内
容
の
詳
細
は
、　

月　
１２

１０

日
発
行
の
市
広
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受

診
助
成
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

市
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》　
健
康
増
進
課（
保
健

セ
ン
タ
ー
）�　

－

１
１
２
７
、

２４

市
民
課
国
保
医
療
係
、各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
ま
た
は
市

民
生
活
課

女
性
の
が
ん
検
診（
乳
が

ん
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ・

子
宮
頚
部
が
ん
検
診
）

受
診
料
金

料金料金区分受診項目

１，０００円２０～３９歳
基本健診

１，３００円
４０～６９歳の

豊岡市国民健康保険加入者

４００円４０～６９歳肺がん

がん検診

９００円５０～６９歳（ハイリスク者に限る）喀痰検査

１，１００円４０～６９歳胃がん

４００円４０～６９歳大腸がん

５００円５０～６９歳の男性前立腺がん

１，５００円４０～６８歳（年度内偶数年齢）の女性
乳がん

（マンモグラフィ）

１，４００円２０～６９歳の女性子宮頚部がん

８００円４０歳（年度内）肝炎ウイルス検診

５００円２０～６９歳歯周病検診

１，５００円４０歳以上腹部超音波検査

受診料金（年齢はすべて平成２１年３月末現在の年齢です）

　
「
年
を
と
っ
て
も
、い
つ
ま
で
も

生
き
生
き
と
暮
ら
し
た
い
」
と
思

い
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
定
期
的
に
心

身
の
能
力
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

自
分
の
生
活
上
の
問
題
点
を
知
り
、

毎
日
の
生

活
の
中
で

介
護
予
防

を
し
て
い

く
こ
と
が

大
切
で
す
。

●
す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
で
生
活

　

機
能
評
価
を
受
け
ま
し
ょ
う　
!!

　

生
活
機
能
と
は
、
心
や
体
の
働

き
に
加
え
、
日
常
生
活
の
動
作
や

家
事
な
ど
を
こ
な
す
能
力
、
家
庭

や
社
会
で
の
役
割
な
ど
を
含
む

「
生
活
を
し
て
い
く
た
め
の
機
能

全
体
」
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

す
こ
や
か
市
民
ド
ッ
ク
に
お
い

て
、「
生
活
機
能
評
価
」
を
行
い
ま

す
。
介
護
予
防
を
始
め
る
第
一
歩

と
し
て
、
こ
の
機
会
に
生
活
機
能

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　
　

歳
以
上
の
市
民
で
基

６５

本
健
診
の
受
診
者
（
た
だ
し
、

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
に
限
る
）

▽
内
容　

生
活
機
能
に
関
す
る
問

診
・
計
測
な
ど
（
生
活
機
能
低

下
予
備
群
の
方
に
は
、
心
電

図
・
貧
血
検
査
な
ど
）

▽
申
込
方
法　

基
本
健
診
を
申
し

込
む
と
、
同
時
に
受
診
で
き
ま

す
。
後
日
、
健
診
受
診
票
と
一

緒
に
送
付
す
る
「
生
活
機
能
に

関
す
る
問
診
票
」
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
す
こ
や
か
市
民

ド
ッ
ク
受
診
時
に
持
参
く
だ
さ

い
。

▽
そ
の
他　

生
活
機
能
評
価
の
結

果
、
生
活
機
能
の
向
上
が
必
要

と
判
断
し
た
方
に
は
、
介
護
予

防
に
つ
い
て
の
案
内
を
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》　
介
護
保
険
課
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
�　

－

２
４
０
１

２４

「
活
動
的
な　

歳
」を
目
指
し
ま
し
ょ
う　

８５

!!

〜
始
め
よ
う　
介
護
予
防
と
生
活
機
能
評
価
〜

生活機能 

心と体の機能 

生活行為全般 

家庭・社会への参加 

＋ 

＋ 

※７０歳以上の方は、腹部超音波検査を除き無料となります。
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環
境
基
本
計
画
は
、
平
成　

年
１９

４
月
に
施
行
し
た
「
豊
岡
市
コ
ウ

ノ
ト
リ
と
共
に
生
き
る
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の
環
境
基
本
条
例
」
に

基
づ
い
て
、
環
境
の
保
全
に
関
す

る
基
本
的
な
計
画
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
岡
市
総
合
計
画
（
基

本
構
想
）
に
掲
げ
た
ま
ち
の
将
来

像
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う　

間
は　

年
間
で
、
平
成　

年
度
を

１０

２８

目
標
年
度
と
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
ま
ず　

年
後
を
目

１０

標
と
す
る
具
体
的
な
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
目
標
像
を
実
現
す
る
た
め
、

市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
と
市
が

協
力
し
な
が
ら
、
環
境
へ
の
取
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

①
里
山
で
は
山
の
幸
も
よ
み
が
え

り
ま
し
た

　

山
に
植
林
す
る
と
き
に
は
、
針

葉
樹
だ
け
で
な
く
広
葉
樹
も
植
え

て
い
ま
す
。

　

植
林
さ
れ
た
杉
や
桧
が
適
切
に

管
理
さ
れ
、
災
害
防
止
や
保
水
能

力
な
ど
、
森
林
の
多
面
的
な
機
能

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

間
伐
材
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

で
も
有
効
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
里
山
な
ど

身
近
な
自
然
と
親
し
む
機
会
が
多

く
な
り
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

里
山
な
ど
の
森
が
適
切
に
管
理

さ
れ
、
気
軽
に
山
に
入
り
、
山
菜

採
り
や
キ
ノ
コ
狩
り
も
楽
し
め
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

山
に
広
葉
樹
が
増
え
た
こ
と
で
、

動
物
の
餌
と
な
る
木
の
実
も
増
え
、

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

の
被
害
も
減
っ
て
い
ま
す
。

②
遊
ん
で
い
る
田
ん
ぼ
を
見
か
け

な
く
な
り
ま
し
た

　

農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
育
む
農
法
な
ど
の

環
境
創
造
型
農
業
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　

学
校
給
食
や
家
庭
の
食
卓
に
は
、

豊
岡
産
の
安
全
・
安
心
な
農
産
物

が
よ
く
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

豊
岡
産
の
安
全
・
安
心
な
農
産

物
が
よ
く
売
れ
る
よ
う
に
な
り
、

農
業
を
続
け
る
人
が
増
え
、
ま
た

新
た
に
就
農
す
る
人
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

　

農
地
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使

わ
れ
て
、
耕
作
困
難
な
田
ん
ぼ
が

ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

転
作
田
に
は
、
菜
種
が
植
え
ら

れ
て
天
ぷ
ら
油
に
な
り
、
そ
の
廃

油
か
ら
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

③
あ
ち
こ
ち
の
川
で
子
ど
も
た
ち

が
遊
ん
で
い
ま
す

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
で
、
川

岸
の
草
刈
り
や
空
き
缶
な
ど
の
ご

み
拾
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
川
を
見
て
、

豊
岡
を
訪
れ
た
人
も
、
川
や
道
路

沿
い
に
ポ
イ
捨
て
し
な
い
と
い
う

意
識
が
高
ま
り
、
川
沿
い
の
ご
み

　

市
で
は
、
昨
年
「
豊
岡
市
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
を
策
定
し
た
目
的
は
、
人
と
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
共
生
で
き
る

良
好
な
環
境
を
保
存
、
再
生
、
創
造
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
を
広

げ
、
次
の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
で
す
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、「
目
標
と
す
る
姿
」
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
環
境
政
策
係

▲手入れされた里山（長谷区）

▲計画書冊子版

▲山間棚田で農業が続けられてい
る（小河江区）

▲ 百  合  地 区の人工巣塔付近でコウノトリ育む農法
ゆ る じ

に取組む農家（写真提供：ＪＡたじま）

よ
り
良
い
環
境
を
次
の
世
代
へ 

「
目
標
と
す
る
姿
」 

1

環
境
基
本
計
画 

ふ
る
さ
と
」

を
、
環
境
の

面
か
ら
実
現

す
る
た
め
の

計
画
と
し
て

も
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

　

計
画
の
期

目
標
と
す
る
姿

計
画
の
位
置
付
け
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は
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
排
水
や
農
薬
で
川

の
水
が
汚
れ
な
く
な
り
、
多
く
の

生
き
も
の
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

き
れ
い
に
な
っ
た
川
で
は
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
魚
を
取
っ
た

り
、
水
遊
び
を
す
る
姿
が
よ
く
見

か
け
ら
れ
ま
す
。

④
ご
み
の
な
い
海
辺
で
は
、
子
ど

も
た
ち
が
「
磯
遊
び
」
を
楽
し

ん
で
い
ま
す

　

誰
も
が
、
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
を
し
な
く
な
り
、
ご
み
を
き
ち

ん
と
処
理
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
川
か
ら
海
に
流
れ
、
海
辺
に

漂
着
す
る
ご
み
は
少
な
く
な
り
ま

す
。

　

海
辺
は
き
れ
い
に
保
た
れ
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
砂
遊
び
や
磯

遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

⑤
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
祭
り
や

行
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

　

豊
岡
の
自
然
に
抱
か
れ
た
暮
ら

し
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
の
祭

り
や
伝
統
行
事
が
、
大
人
か
ら
子

ど
も
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
祭
り
に
参
加
す
る
人
も

増
え
、
大
人
も
子
ど
も
も
祭
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
あ
る
年
中
行
事
の

習
わ
し
も
、
家
庭
の
中
で
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
文
化
や
歴

史
が
大
切
に
さ
れ
、
そ
れ
を
誰
も

が
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
す
べ
て
の
中
学

校
区
に
住
ん
で
い
ま
す

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
田
ん

ぼ
や
ビ
オ
ト
ー
プ
水
田
、
市
民
に

守
ら
れ
た
湿
地
が
、
市
内
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　

田
ん
ぼ
に
餌
と
な
る
生
き
も
の

が
増
え
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
市
内
の

至
る
と
こ
ろ
に
飛
来
し
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
生
息
地
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
舞
い
降
り
る
こ

と
が
、
地
域
の
誇
り
に
な
り
、
さ

ら
に
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
豊

か
な
環
境
づ
く
り
の
取
組
み
が
定

着
し
て
い
ま
す
。

⑦
収
集
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
ピ

　

ー
ク
時（
平
成　

年
度
）に
比
べ

１２

　

％
減
り
ま
し
た

２５

　

家
庭
で
の
ご
み
分
別
が
徹
底
さ

れ
て
、
資
源
ご
み
も
適
切
に
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

買
物
に
は
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参

し
、
レ
ジ
袋
は
使
い
ま
せ
ん
。
誰

も
が
日
常
生
活
を
見
直
し
、
資
源

の
無
駄
使
い
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
の
結
果
、
収
集
さ
れ
る
ご
み

の
量
は
、
平
成　

年
度
の
ピ
ー
ク

１２

時
に
比
べ
て
、　

％
も
減
っ
て
い

２５

ま
す
。

　

ま
た
、
廃
食
用
油
か
ら
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
を
作
っ
た
り
し

て
、
資
源
ご
み
や
バ
イ
オ
マ
ス
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
内
で
循
環
・
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
取
組
み
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

事
業
所
で
も
、
廃
棄
物
の
減
量

化
・
再
資
源
化
の
取
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

⑧
子
ど
も
が
安
心
し
て
道
草
を
し

な
が
ら
帰
り
ま
す

　

地
域
で
お
互
い
が
協
力
し
合
い
、

自
分
た
ち
の
住
む
と
こ
ろ
の
環
境

を
良
く
す
る
取
組
み
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
に
は
、

道
端
で
花
が
咲
い
た
り
、
バ
ッ
タ

が
跳
ね
た
り
、
水
路
で
は
小
魚
も

泳
い
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
学
校
や
地
域

の
中
で
、
生
き
も
の
や
自
然
の
こ

と
を
学
び
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
し
て
、
学
校
帰
り
に
は
、
よ

く
道
草
を
し
て
い
ま
す
。

　

通
学
路
の
途
中
で
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
、
商
売
や
農
作
業
を
し

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
ま
す
。

⑨
た
く
さ
ん
の
豊
岡
ブ
ラ
ン
ド
が

生
ま
れ
、
市
民
み
ん
な
が
使
っ

て
い
ま
す

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の
お
米

や
、
か
ば
ん
・
ち
り
め
ん
な
ど
、

豊
岡
の
風
土
に
育
ま
れ
、
磨
き
上

げ
ら
れ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
が
た
く

さ
ん
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

作
り
手
の
こ
だ
わ
り
と
地
域
ら

し
さ
を
生
か
し
た
商
品
は
、
市
内

外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
地
元
で
生

産
さ
れ
た
物
に
、
安
全
・
安
心
さ

を
感
じ
て
購
入
し
て
い
ま
す
。

⑩
市
民
み
ん
な
が
、
省
エ
ネ
行
動

を
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で

い
ま
す

　

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減
し
、

地
球
温
暖
化
を
防
止
し
よ
う
と
い

う
市
民
の
意
識
が
高
ま
り
、
石
油

の
消
費
を
「
ち
ょ
っ
と
で
も
」
減

ら
そ
う
と
す
る
行
動
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

家
庭
や
学
校
、職
場
で
は「
も
っ

た
い
な
い
」
か
ら
と
冷
暖
房
を
弱

め
、
テ
レ
ビ
な
ど
使
っ
て
い
な
い

電
気
器
具
の
主
電
源
を
切
り
ま
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
行
動
が
当
た
り
前
と
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
使
い
し
た
ら
、

恥
ず
か
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

市
内
に
は
、
太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
を
設
置
す
る
住
宅
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
を
購
入

し
た
り
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ

プ
な
ど
の
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
を
実
践

す
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
　

年
後
に
は
、
①
〜
⑩
の
よ
う

１０
な
「
ま
ち
の
姿
」
に
な
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

▲竹野川沿いのごみ拾いをす
る子どもたち

▲空き缶・ペットボトル回収
機

▲地域ブランド「豊岡鞄」

※計画書 ( 冊子 ) は、コウノトリ共生課および図書館本館、各分館で閲覧できます。
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市
で
は
、
人
事
行
政
の
公
平
性

と
透
明
性
を
高
め
る
た
め
、
市
の

職
員
数
や
給
与
の
状
況
に
つ
い
て

公
表
を
行
い
ま
す
。

　

人
事
関
係
で
は
、
職
員
数
や
休

暇
、
福
利
厚
生
等
の
状
況
に
つ
い

て
、
給
与
関
係
で
は
、
普
通
会
計

（
水
道
・
下
水
道
事
業
な
ど
の
特

別
会
計
を
除
く
）
に
属
す
る
職
員

の
給
与
と
各
種
手
当
の
状
況
お
よ

び
市
長
な
ど
特
別
職
の
報
酬
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
な
内
容
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
職
員
課

市
の
職
員
数
や
給
与
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

人事関係
１．職員の任免および職員数の状況

２．職員の勤務時間その他勤務条件の状況
（１）　基本的な勤務時間
職員の勤務時間は、１日８時間、１週間４０時間です。 （平成１９年４月１日現在）

休　憩　時　間勤　務　時　間区　　　分

勤務時間中において４５分午前８時３０分～午後５時１５分一般の職員

※平成１９年４月１日から勤務時間中の休息時間（１５分間を２回）を廃止し、平成１９年１１月１日から勤務時間を午後
５時３０分まで、休憩時間を６０分に変更しています。

（１）　採用と退職 （平成１８年度中）（３）　部門別職員数の状況

（２）　昇任と降任 （平成１８年度中）（４）　定員管理適正化計画の年次別推進状況の概要

退職採用職　　種身分上の職名

１４人４人一般事務職
事務吏員

１人－介 護 職

２人１人土木技術職
技術吏員

－２人保 健 師

２人２人消 防 職消防吏員

１人１人幼稚園教諭教　　員

１人－技 能 職技能職員

１人－労 務 職労務職員

２２人１０人合　　　　計

対前年
増減数

職員数
区　　分部　　門

１９年度１８年度
△　２０３８７人４０７人一般管理

一般行政部門 △　７２１２人２１９人福 祉
△　２７５９９人６２６人小 計
２１１９３人１７２人教 育

特別行政部門 ０１２８人１２８人消 防
２１３２１人３００人小 計

△　５４０人４５人水 道
公営企業等会
計部門　　　

△　３３３人３６人下 水 道
２５０人４８人そ の 他

△　６１２３人１２９人小 計
△　１２１，０４３人１，０５５人合　　　　計

※地方公共団体定員管理調査による職員数で教育長を含む職員数。
※両年度とも４月１日現在の数値。

降　任昇　任区　　　分

－３人部 長 級 以 上

０人７人課 長 級

０人１８人課 長 補 佐 級

０人３５人係 長 級

０人－主 任 以 下

０人６３人合　　　　計

２２年度
１７～２２の
数値目標

人数（進捗率）
区　　分

１９年度１７年度

５５１人△　　９０
５９９人　

（４６．７％）
６４１人
（－）　

一般行政部門

３１７人１７
３２０人　

（１１７．６％）
３００人
（－）　

特別行政部門

１０３人△　　３１
１２３人　

（３５．５％）
１３４人
（－）　

公営企業等会
計部門　　　

９７１人△　１０４
１，０４２人　
（３１．７％）

１，０７５人
（－）　

合　　計

※（３）部門別職員の状況と比較した場合、教育長は対象外にな
ります。
※行革大綱に基づく平成１９年４月の組織改革（こども部門の統
一等）により、計画の見直しを行っています。

※昇任とは、現在の職より上位の職に任用されること、降任
とは、現在の職より下位の職に任用されることです。
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市の職員数や給与

内　　　　　　　　　　　容種　　類

心身の疲労を回復させ、労働力の維持培養を図ることを目的とし、職員が請求したときに付与される休暇　１年度につき２０日以内年次有給休暇

負傷または疾病の療養のため勤務することができない職員に対し、医師の証明等に基づき、必要最小限度
の期間について認められる休暇　１２０日以内

病 気 休 暇

職員が要介護者の介護をするため、勤務しないことが相当であると認められる場合における無給の休暇　連続する６カ月の期間内介 護 休 暇

職員団体の業務に従事する場合に認められる無給の休暇　１年度につき３０日以内組 合 休 暇

特別な事情により職員が勤務しないことが相当である場合に認められる休暇

特 別 休 暇

５日の範囲内の期間結婚休暇

必要と認める時間妊娠中または出産後の通院休暇

出産予定日の8週間前の日から出産の日の翌日から8週間を経過する日までの範囲内の期間分べん休暇

２日の範囲内の期間配偶者出産休暇

５日の範囲内の期間男性職員の育児参加休暇

続柄に応じた範囲内の期間忌引休暇

５日の範囲内の期間夏季休暇

育児休暇、子の看護休暇、生理休暇、父母の祭し休暇、ボランティア休暇、
骨髄提供休暇

その他

（２）　休暇 （平成１９年４月１日現在）

※男性職員の育児参加休暇について、平成１９年１０月１日から７日の範囲内の期間に変更しています。

９，１７１日総取得日数

１，０５５人対象職員数

８．７日平均取得日数

（３）　年次有給休暇の取得状況
（平成１８年度）

（４）　育児休業の取得状況 （平成１８年度）

４人
平成１８年度に新規に育児休業を
取得した者

１２人平成１７年から引続いている者

　育児休業とは、職員が３歳に満た
ない子を養育するために休業する
ことができる制度です。育児休業期
間中は、給与は支給されません。

（１）　分限処分の状況
　分限処分とは、勤務成績が良くない場合、心身の故障
のために職務の遂行に支障がある場合や長期休養を要
する場合などに、公務能率の維持を目的として、降任、
免職、休職、降給させる不利益処分のことをいいます。

（２）　懲戒処分の状況
　懲戒処分とは、法律または条例、規則に違反した場合、
職務上の義務に違反し、または職務を怠った場合、全体
の奉仕者としてふさわしくない非行のあった場合に免
職、停職、減給、戒告となる不利益処分をいいます。

（平成１８年度中）

降給休職免職降任種　　類
０件１９件０件０件処分件数

（１）　研修 （平成１８年度）

（平成１８年度中）

免職停職減給戒告種　　類
０件０件２件１０件処分件数

（２）　勤務成績の評定の状況
　現在、適切な人事管理を行うとともに、職員の意欲向
上など人材育成を目的として、適正かつ公平な勤務評定
を行うため、管理・監督職を対象とした勤務評定者研修
を実施するなど、その制度の確立に向けて準備を進めて
います。　　　　　　　　　　　　　（平成１９年度実施）

受講者数派遣先・内容など種　別
３人自治大学校

派遣研修

１０６人兵庫県自治協会（簿記・選挙事務研修ほか）
６１人兵庫県自治研修所（行政法・民法研修ほか）
１５１人但馬広域行政事務組合（中堅・新任職員研修ほか）
６人全国市町村国際文化研修所（国際交流基礎ほか）
２人人と未来防災センター（災害対策）

１８３人メンタルヘルス研修（一般職員、管理・監督職員対象）

庁内研修
９８人接遇研修
３９人勤務評定者研修（管理・監督職員対象）
９８人人権研修
２９人通信教育（地方行政実務コースほか）

自主研修
１３人自主研修支援事業
７８９人合　　　　計

３．職員の分限および懲戒処分の状況

４．職員の研修および勤務成績の評定の状況
（１）　職員の福利厚生の状況 （平成１８年度）

内　　　　容種　別

定期健康診断、成人病健診、腰痛健診な
どの健康診断・検査および破傷風、Ｂ型
肝炎の予防接種を実施

健康管理

兵庫県市町村職員共済組合または公立学
校共済組合による実施

共済制度

兵庫県町村職員互助会または兵庫県学校
厚生会による実施

互助会制度

５．職員の福利等の状況

発生件数項　　目

７件公務災害

２件通勤災害

（２）　公務災害の状況
　職員が、公務上の災害または通勤上の災害を受けた
場合は、その災害によって生じた身体的損害に対する
経済的補填があります。　　　　　　　（平成１８年度）
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６．職員の競争試験および選考の状況 ７．公平委員会の報告事項

給与関係
８．職員の給与等の状況
（１）　人件費の状況（普通会計決算） （平成１８年度）

（１）　職員採用試験の実施状況 （１）　勤務条件に関する措置要求の状況（平成１８年度）

競争倍率採用者数受験者数職　種
２４．５倍４人９８人一般事務職
　７．０倍１人７人介 護 職
１０．０倍１人１０人保 健 師
　７．３倍３人２２人消 防 職

　（平成１８年度）
　措置要求、処理等なし

（２）　不利益処分に関する不服申立ての状況
　（平成１８年度）
　不服申立て、処理等なし

９０，７７８人平成１９年３月３１日住民基本台帳人口

４８，０２３，４９３千円歳出額（Ａ）

１，２６４，５５４千円実質収支

８，８００，２５０千円人件費（Ｂ）

１８．３％人件費率（Ｂ /Ａ）

※人件費には、市長等の給与、議員、各種委員会委員に支給
される報酬等を含みます。
※普通会計は、一般会計と診療所事業特別会計を合計したも
のです。
※住民基本台帳人口には、外国人を含みません。

（４）　ラスパイレス指数の状況

１９年度１８年度区　分

　９５．９　９５．８一般行政職

１１１．８１１２．４技能労務職

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした
ときの本市職員の給与水準を算定した指数です。

（５）　職員の初任給の状況 （平成１９年４月１日現在）

国豊岡市区　　　分

１７２，２００円１７８，８００円大学卒
一般行政職

１４０，１００円１４４，５００円高校卒

１３７，２００円１４１，９００円高校卒
技　能　職

１２９，２００円
１５歳～１７歳は
基準なし　　

中学卒

－１３７，２００円高校卒
労　務　職

－１２５，４００円中学卒

※職員の給与に関する条例に基づく行政職給料表の級区分に
よる職員数です。

※標準的な職務の内容は、それぞれの級に該当する職員の代
表的な職名です。

（２）　職員給与費の状況（普通会計決算）（平成１８年度）

９２７人平成１８年４月１日職員数（Ａ）

３，６８０，９６９千円給　料

給 与 費
８０５，６０９千円職員手当

１，５１０，１８８千円期末・勤勉手当

５，９９６，７６６千円計（Ｂ）

６，４６９千円１人当たり給与費（Ｂ /Ａ）

※職員手当には、退職手当は含みません。

（３）　職員の平均給料月額および平均年齢
（平成１９年４月１日現在）

国豊岡市区　　　分

３２５，７２４円３３８，２００円給料月額
一般行政職

４０．７歳４３．３歳年　齢

２８７，０９４円３１０，１００円給料月額
技能労務職

４８．８歳４６．７歳年　齢

※一般行政職とは行政職員（事務・技術）であり、技能労務職と
は、自動車運転手、用務員等をいいます。

（７）　一般行政職の級別職員数の状況（普通会計）
（平成１９年４月１日現在）

構成比職員数標準的な職務の内容区分

　２．２％　１２人主事、技師１級

　９．０％　５０人
経験を必要とする主事、
技師　　　

２級

　５５．０％３０６人主任、係長、主査　３級

　１６．２％　９０人
課長補佐、主幹、相当の経
験を必要とする係長

４級

　１２．１％　６７人課長、参事５級

　１．９％　１１人
部次長、相当の経験を必
要とする課長、参事

６級

　３．６％　２０人部長、部参事、総合支所長７級

１００．０％５５６人合　計

（６）　職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
（平成１９年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年区　　　分

３３１，８００円３０３，０００円２６６，２００円大学卒一般　
行政職 ３０３，０００円２６６，２００円２１２，７００円高校卒

２７５，８００円２３５，２００円１９７，８００円高校卒技能　
労務職 ２５７，０００円２１７，８００円１７６，７００円中学卒

※経験年数は、卒業後、直ちに採用されて勤務している場合
の年数です。
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市の職員数や給与

（８）　職員手当の状況

ア．期末勤勉手当 ２４，０４０千円豊岡市

④ 1人当たり平均支給額

※平成１８年度に退職した職員の平均額です。

（９）　特別職の報酬等の状況 （平成１９年４月１日現在）

支給月数区　　　　分月　額区　　　　分

計４．５０月分
２．１２５月分
２．３７５月分

６月期
１２月期

市　長

期末手当

９１６，０００円市　長

給　料 副市長７４４，０００円副市長

収入役６６３，０００円収入役

議　長４７４，０００円議　長

報　酬 副議長３８７，０００円副議長

議　員３６４，０００円議　員

（平成１９年４月１日現在）

国豊岡市
区　分

勤勉手当期末手当勤勉手当期末手当

０．７２５月分１．４０月分０．７２５月分１．４０月分６月期

０．７７５月分１．６０月分０．７７５月分１．６０月分１２月期

　１．５０月分３．００月分　１．５０月分３．００月分計
職制上の段階、職務の級等による加算措置
あり

加算措置
の有無　

イ．退職手当

（平成１９年３月３１日現在）

国豊岡市
区　分

勧奨・定年自己都合勧奨・定年自己都合

３０．５５月分２３．５０月分３０．５５月分２３．５０月分勤続２０年

４１．３４月分３３．５０月分４１．３４月分３３．５０月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分５９．２８月分　４７．５月分勤続３５年

５９．２８月分
最高限度
月 数

①支給率

国豊岡市

定年前早期退職（２～２０％加算）

②その他の加算措置

国豊岡市

なし

③退職時特別昇給

カ．扶養手当・住居手当・通勤手当
（平成１９年４月１日現在）

異なる場合の内容国の制度との異同主な内容区　分

－同じ

下記の者で他に生計の途がなく職員の扶養を受けている者
　①配偶者（月額１３，０００円）
　②ａ満２２歳以下の子および孫
　　ｂ満６０歳以上の父母、祖父母
　　ｃ満２２歳以下の弟妹
　　月額６，５００円で、１６歳から２２歳までの子は１人につき５，０００円加算
　　職員に配偶者がない場合は、その内１人は月額１１，０００円

扶養手当

国は持ち家につき
新築・購入から５
年間のみ２，５００円　

一部異なる
借家の家賃支払者または持ち家の世帯主
　　ａ借　家（月額２７，０００円まで）
　　ｂ持ち家（月額３，５００円）

住居手当

交通用具利用者の
距離区分および手
当額　　　　　　

一部異なる
通勤距離２ｋｍ以上の者
　　ａ交通機関の利用者（月額５５，０００円まで）
　　ｂ交通用具の利用者（月額１，６００円から３２，０００円まで）

通勤手当

オ．特殊勤務手当（普通会計決算）
（平成１８年度）

１４．３％職員全体に占める手当支給職員の割合

１８，８００円支給対象職員１人当たり平均支給月額

１４手当の種類（手当数）

医師手当支給額の多い手当
代表的な　
手当の名称 夜間特殊業務手

当（消防職員）　
多くの職員に支給され
ている手当　　　　　

３５１，４８４千円支給総額

４９９千円職員１人当たり支給年額

※数字には、休日勤務手当も含まれています。

ウ．地域手当

　平成１８年度から各地域の民間賃金水準等に応じて支

給される地域手当は、国の給与制度に創設されましたが、

豊岡市域は非支給地となっており、本市の給与制度にお

いては当該手当は設けていません。

（平成１８年度）
エ．時間外勤務手当（普通会計決算）
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申込み
問合せ

申込期間
掲載料

（１枠当たり）
募集枠数

掲載場所およびサイズ
（１枠当たり）

運用実績
【平均走行距離（月）・平
均アクセス数（月）・配
布先および部数等】　

広告媒体

総務課
行政係

第１次募集
２月１２日（火）～
３月２１日（金）　
（以降随時）
※申込みが枠
数を超えた場
合は、抽選で
決定　　　　

　　１，２００円

月　
　
　
　
　

額

２
車体両側

３０ｃｍ×５０ｃｍ×２区画
２２号車（２トンダンプ）

８００ｋｍ

公　　用　　車

　　３，０００円
１

（両側一括）
車体両側

６０ｃｍ×６０ｃｍ
２３号車（軽貨物）
２，２００ｋｍ

（左）　　
　　４，５００円
（右）　　
　　７，５００円

２
車体両側　　　　　
（左）４０ｃｍ×２７０ｃｍ
（右）４０ｃｍ×４５０ｃｍ

１５５号車（マイクロバス）
１，５００ｋｍ

（左右各）
　　４，２００円
（背面）　
　　４，０００円

３
車体両側および背面
（左右）４５ｃｍ×３２０ｃｍ
（背面）５０ｃｍ×１３５ｃｍ

６００号車（マイクロバス）
１，０５０ｋｍ

秘書広報課
広報広聴係

２月１日（金）
から随時　　
※先着順　　

　１２，０００円６
トップページ右端

６０ピクセル×１７５ピク
セル

６０，０００件
（トップページに対して）

市ホームページ
バナー

農業共済課
家畜園芸係

５月以降　１０，０００円６
Ａ４・４段組下段
６．０ｃｍ×８．３ｃｍ

毎年８・１２・３月発行
農業共済加入者
約１０，０００部配付

農業共済だより

農業委員会４月以降　１０，０００円３～６
Ａ４・５段組下段
４．５ｃｍ×１７．５ｃｍ

毎年７・１２・３月発行
農業世帯

約１０，０００部配付
農業委員会だより

企業総務課
庶務係
�２２－５３７７

３月以降　５０，０００円１
検針票の裏面
５．０ｃｍ×７．９ｃｍ

２カ月ごとに配付
水道使用者
約３８，０００件

水道使用量の
お知らせ票
（検針票）

文化振興課２月中旬以降発行数や募集枠数、掲載料などはイベントごとに異なる
各種チラシ・
ポスター　　

コウノトリ
文化館
�２３－７７５０

４月以降

１００，０００円１
パンフレットの裏面
５ｃｍ×８ｃｍ（カラー）

施設案内パンフレット
（Ａ４三つ折）来館者に配
付　年間２００，０００部発行

コウノトリ文化館
パンフレット

　　５，０００円
（長３）１
（角２）２

封筒の裏面
５ｃｍ×１０ｃｍ

来館者および関係者へ
の通知に使用（長３・角２）

各４，０００部

コウノトリ文化館
封筒

事業に取り組みます 事業に取り組みます 事業に取り組みます 事業に取り組みます 有料広告 有料広告 有料広告 有料広告 
平成20年度から 平成20年度から 

　市では、既に広報紙では広告を掲載していますが、市の保有
財産の活用による自主財源の確保と、民間企業等地域経済の活
性化を目的に、平成２０年度から市を挙げて有料広告事業に取り
組むこととし、下表のとおり広告を募集します。
　なお、広告媒体によって募集時期が異なりますので、時期に
なり次第、随時、市広報や市ホームページで募集します。
　また、内容によりお断りする広告もありますので、広告媒体
ごとの詳細は、それぞれの担当課に問い合わせください。
※下表のもののほかに、市民課窓口、介護保険加入者への通知
封筒にも広告を掲載する予定です。

《問合せ》秘書広報課広報広聴係 ▲４月から有料広告を掲載する市のホームページ
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※サービス内容および事業対象者の確認方法など詳しくは各協賛店に問い合わせください。

電話番号住　　　　所協　　賛　　店　　名業　　種
３２‐２０５０城崎町湯島５１１ハダ薬局薬、化粧品
４７‐０１７０竹野町竹野５１‐４なりい薬局

薬
４７‐１１９５竹野町竹野４０６‐１ミヤタ薬品
３２‐２６６１城崎町湯島２０６スーパーワダスーパー
４７‐０００３竹野町竹野３７５㈲花房商店食料品
４７‐０００８竹野町竹野４０２福八食料品、化粧品
４７‐０８７７竹野町竹野４９４‐１おっとっと鮮魚
４７‐００５５竹野町竹野４５７くらしの店　よだ久日用雑貨
２４‐４０８３中陰６３９アピデ豊岡本店贈答品
４７‐１７００竹野町竹野１４３０‐１ふとんのコバヤシ布団
４７‐００７９竹野町竹野３９４サカエ衣料衣料品
５２‐２１０７出石町八木８９ふじい洋品店洋品店
４７‐００７１竹野町竹野２４５８㈱米田電気商会

家電製品
４７‐０１０５竹野町竹野４３８ひかり電気商会
５２‐２３６０出石町柳２５‐１㈱写真のミツタ出石本店写真
４７‐０１０９竹野町草飼５５９‐１５上治酒店

酒 ４７‐０１１２竹野町竹野３８４山下酒店
４７‐０７０１竹野町竹野４５４‐２森垣酒店
４７‐０１１１竹野町竹野９８福丈商店酒、たばこ
３２‐２７０５城崎町湯島２２２かみさき化粧品店化粧品、衣料品、お茶
４７‐０１０７竹野町竹野３０６‐５岡田商店

文房具
４７‐００７３竹野町竹野４３０‐１河原商店
３２‐３２５９城崎町湯島４３１‐１かみや民芸店民芸品
２２‐６１５５寿町１０‐１０マリヤ医科興業㈱医療
４７‐０４６１竹野町竹野２５１６‐３㈲竹野石油

ガソリンスタンド
４８‐００１２竹野町森本５０９‐１谷垣石油店
４７‐０６９３竹野町轟２１６‐２木下石油店
４７‐０２１９竹野町竹野２８４０‐１北陽石油
５２‐３２１１出石町内町１０７‐１花水木

そば ５２‐２５２２出石町町分１８９そば処　出石城
５２‐６２７３出石町内町５７‐１手打皿そば　左京
３２‐２０４６城崎町湯島３９９喫茶　蘭喫茶
３２‐３８８８城崎町湯島１０６２兵庫県立城崎大会議館宿泊施設
５２‐２７７８出石町福住８８２出石温泉館　乙女の湯温泉施設
２３‐９８１６三坂町１‐１１豊岡三坂教室

公文式教室学習塾

０９０‐７１０８‐３８４５中央町１８‐１０千代田教室
０９０‐７１０８‐３８４５庄境１２８‐１光ハイツ２号室庄境教室
２３‐５９９４戸牧２６０‐６豊岡戸牧教室
２７‐０８１７駄坂６５６‐２２豊岡こうのす教室
２２‐７５４１弥栄町１‐１１豊岡弥栄教室

０９０‐７８８０‐４９５５正法寺６１２‐１豊岡正法寺教室
２２‐２０１６泉町１‐２８豊岡泉町教室
２４‐０２９８中陰１９７‐１豊岡中陰教室

０９０‐５１２３‐２７６４城崎町湯島３４８‐３城崎教室
４７‐１４８２竹野町東２９２２兵庫竹野教室
４２‐１７９７日高町国分寺兵庫日高教室

０９０‐５６４１‐６５０１日高町芝１３５三方教室
０９０‐３２６９‐９９１６日高町上石　国府テラス集会所国府教室
３２‐２５５３城崎町湯島２８３宮本理容所

理容院
３２‐２０４９城崎町湯島４０２ヘアーサロン谷口
４７‐０２２２竹野町竹野３４８タカノ理容店
５６‐０６００但東町中山５７８‐１ｈａｉｒｓａｌｏｎ　ＩＷＡＢＵＫＩ
２３‐７７５０祥雲寺１２７コウノトリ文化館文化施設
２２‐３１９１寿町１１‐８㈱山陰合同銀行豊岡支店金融
２２‐４１５５寿町１１‐５ワタキ自動車㈱

自動車
５４‐０２０６但東町出合５１但東自動車㈱

ととととととととととよよよよよよよよよよおおおおおおおおおおかかかかかかかかかか子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育てててててててててて家家家家家家家家家家庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援カカカカカカカカカカーーーーーーーーーードドドドドドドドドド事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業ににににににににににとよおか子育て家庭応援カード事業に
新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたにににににににににに登登登登登登登登登登録録録録録録録録録録いいいいいいいいいいたたたたたたたたたただだだだだだだだだだいいいいいいいいいいたたたたたたたたたた協協協協協協協協協協賛賛賛賛賛賛賛賛賛賛店店店店店店店店店店をををををををををを紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹介介介介介介介介介介ししししししししししまままままままままますすすすすすすすすす新たに登録いただいた協賛店を紹介します
　市では、１８歳未満の子どもや妊娠中の方が居る家庭を、商業者などと連携して
応援する「子育て家庭応援カード事業」を１２月から始めました。
　今回は、「とよおか子育て家庭応援の店」として新たに登録いただいた協賛店
を紹介します。
　なお、既登録店は、１２月２５日発行の広報とよおか第６５号をご覧ください。

《問合せ》商工課

（平成１９年１２月２５日現在）
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〜　

歳
の
方（
注
１
）の
医
療

７０

７４

機
関
な
ど
で
支
払
う
窓
口
負
担
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
平
成　

年
３

２１

月
ま
で
の
１
年
間
は
、
窓
口
負
担

が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

（
注
１
）
既
に
３
割
負
担
し
て
い

る
方
や
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
対
象
と
な
る
一
定
の
障
害

認
定
を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、　

〜
７０

　

歳
の
方
の
窓
口
負
担
に
つ
い

７４て
は
、
４
月
か
ら
２
割
負
担
に

見
直
さ
れ

る
こ
と
に

な
っ
て
い

た
も
の
を

据
え
置
く

も
の
で
す
。

　
　

月　

日
発
行
の
市
広
報
第　

１２

２５

６５

号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

再
度
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
被
用
者
保
険
の
被

７５
扶
養
者（
扶
養
家
族
）に
つ
い
て
、

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
カ
月
間

は
、
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
ず
、　
１０

月
か
ら
平
成　

年
３
月
ま
で
の
６

２１

カ
月
間
は
、
被
保
険
者
の
均
等
割

額
が
９
割
軽
減
さ
れ
た
額
と
な
り

ま
す
。
な
お
、
所
得
割
は
課
せ
ら

れ
ま
せ
ん
。

▽
対
象
者　
　

歳
以
上
の
方
（
注

７５

２
）
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の

被
保
険
者
に
な
る
日
の
前
日

（
３
月　

日
ま
た
は　

歳
の
誕

３１

７５

生
日
の
前
日
）
に
お
い
て
、
被

用
者
保
険（
注
３
）の
被
扶
養
者

（
注
２
）　

〜　

歳
の
方
で
一
定

６５

７４

の
障
害
認
定
を
受
け
た
方
を
含

み
ま
す
。

（
注
３
）
政
府
管
掌
健
康
保
険
や
、

企
業
の
健
康
保
険
、
公
務
員
の

共
済
組
合
等
、
い
わ
ゆ
る
「
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
」
の
健
康
保
険
の

こ
と
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険

は
該
当
し
ま
せ
ん
。

※
昨
年
の
制
度
改
正
で
は
、
被
用

者
保
険
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

被
保
険
者
と
な
っ
た
日
の
属
す

る
月
か
ら
２
年
間
、
被
保
険
者

の
均
等
割
額
を
５
割
軽
減
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
の
見
直
し
で
さ
ら
に
軽
減

が
拡
充
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上

７５
の
方
と
、　
６５

歳
以
上
の
障

害
認
定
を
受

け
た
方
で
、

現
在
の
老
人

保
健
受
給
者
と
な
っ
て
い
る
方
は
、

そ
の
ま
ま
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
認
定
を
受
け
て

老
人
保
健
の
受
給
者
と
な
っ
て
い

る　

〜　

歳
の
方
は
、
本
人
か
ら

６５

７４

障
害
認
定
の
取
り
下
げ
を
申
し
出

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
し
な
い
こ
と
が

で
き
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る

場
合

　

現
在
の
老
人
保
健
と
同
様
の
医

療
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
被

保
険
者
個
人
単
位
で
保
険
料
が
か

か
り
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

し
な
い
場
合

　

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

に
そ
の
ま
ま
継
続
し
て
加
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
医
療
給
付

も
そ
れ
ぞ
れ
の
健
康
保
険
で
の
扱

い
に
な
り
ま
す
（
障
害
者
医
療
制

度
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
れ
に

よ
る
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
障
害
認
定
に
よ

り
老
人
保
健
の
受
給
者
に
な
っ
て

い
る　

〜　

歳
の
方
は
、
現
在
加

６５

７４

入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
保
険
料

や
医
療
給
付
と
の
違
い
な
ど
を
比

較
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

し
な
い
場
合
は
、
市
民
課
国
保
医

療
係
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
出
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
証

・
老
人
保
健
法
医
療
受
給
者
証

・
印
鑑

▽
申
出
期
限　

３
月　

日（
月
）

３１

国
保
高
齢
受
給
者
の

窓
口
負
担
の
据
え
置
き

後
期
高
齢
者
医
療
の

保
険
料
の
一
部
見
直
し

《
申
出
・
問
合
せ
》　
市
民
課
国
保

　
医
療
係

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

障
害
認
定
の
取
り
下
げ

４月１日から
老人保健制度は、後期高齢者医療制度に変わります

■国保高齢受給者医療制度と後期高齢者医療制度の対象者
　●国保高齢受給者医療制度
　　　７０～７４歳の方
　●後期高齢者医療制度
　　　７５歳以上（一定の障害認定を受けた６５歳以上）の方

　

こ
の
た
び
、
国
に
お
い
て
決
定
し
て
い
た
高
齢
者
医
療
制
度
の
改
正

に
つ
い
て
、
一
部
見
直
し
が
あ
り
、
次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
障
害
認
定
の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
保
高
齢
受
給
者
の
窓
口
負
担
と 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 
国
保
高
齢
受
給
者
の
窓
口
負
担
と 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て 
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年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
２
月
９
日（
土
）は

　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

３０

●
２
月
４
日（
月
）・　

日（
火
）・　

１２

１８

日（
月
）・　

日（
月
）は

２５

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
７
時

３０

●
電
話
で
の
問
合
せ

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

�
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

　

�
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア

ド
レ
ス　http://w

w
w
.sia.go.jp/

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

▽
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

　

�　

－

３
１
９
６

２２

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

　

平
成　

年
度
の
国
民
年
金
保
険

２０

料
は
、
月
額
１
４
、４
１
０
円
、年

額
１
７
２
、
９
２
０
円
と
な
り
ま

す
。
こ
の
保
険
料
を
１
年
分
ま
た

は
６
カ
月
分
を
一
括
で
現
金
や
口

座
振
替
で
納
め
る
と
、
保
険
料
が

割
引
き
さ
れ
お
得
で
す
。

●
前
納
保
険
料
額

　

前
納
保
険
料
額
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

▽
申
込
方
法
・
申
込
期
限

①
口
座
振
替
で
前
納
（
１
年
分
ま

た
は
６
カ
月
分
）
の
場
合

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
、
ま
た
は
豊
岡
社
会
保

険
事
務
所
で
２
月　

日（
金
）ま
で

２９

に
手
続
き
く
だ
さ
い
。

②
現
金
で
前
納
の
場
合

　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

▽
支
払
期
日
・
支
払
方
法

①
４
月　

日（
水
）に
口
座
振
替

３０

②
４
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ
る
納
付

書
を
添
え
て
、
最
寄
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

ス
ス
ト
ア
・
豊
岡
社
会
保
険
事

務
所
で
４
月　

日（
水
）ま
で
に

３０

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
現
金
払
い
の
場
合
は
、

希
望
に
よ
り
任
意
の
月
（
既
に

経
過
し
た
月
を
除
く
）
分
か
ら

年
度
末
ま
で
の
保
険
料
を
前
納

（
割
引
あ
り
）す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
専
用
の

納
付
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、

豊
岡
社
会
保
険
事

務
所
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
お
よ
び

共
済
組
合
な
ど
か
ら
受
給
の
年
金

は
、
所
得
税
法
上
「
雑
所
得
」
と

み
な
さ
れ
、
所
得
税
の
課
税
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
成　

年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
作

１９

成
し
、
年
金
を
受
給
の
方
全
員
に

１
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
、
遺
族
年
金

は
課
税
対
象
に
は
な
ら
な
い
た
め
、

源
泉
徴
収
票
は
届
き
ま
せ
ん
。

●
源
泉
徴
収
票
の
記
載
事
項

①
平
成　

年
に
受
給
し
た
年
金
の

１９

総
額

②
社
会
保
険
料
の
金
額
（
介
護
保

険
料
額
）

③
源
泉
徴
収
税
額

④
控
除
内
容

●
源
泉
徴
収
票
は
確
定
申
告
の
添

付
書
類
と
な
り
ま
す

　

源
泉
徴
収
票
は
、
扶
養
親
族
等

申
告
書
を
２
つ
以
上
提
出
し
て
い

る
方
や
、
年
金
以
外
に
給
与
等
の

所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的
年

金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が
各
種

所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方

な
ど
に
は
、
確
定
申
告
の
際
に
添

付
書
類
と
し
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
等
さ
れ
た

場
合

　

源
泉
徴
収
票
を
紛
失

さ
れ
た
場
合
や
、
届
い

て
い
な
い
場
合
な
ど
は
、

下
記
の
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
再
交
付
の
問
い
合
わ

せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
豊
岡
社
会
保
険
事
務
所

で
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
を
受
け

る
場
合
は
、
年
金
証
書
に
記
載
の

基
礎
年
金
番
号
・
年
金
コ
ー
ド
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
持
参
の

上
、
年
金
受
給
者
本
人
が
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代

理
者
の
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
し
ま

せ
ん
か
？
前
納
す
る
と
保
険
料

が
割
引
き
さ
れ
ま
す

　

年
金
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開

催
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

・
２
月　

日（
木
）

２１

　

午
前　

時
〜
正
午

１０

　

但
東
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室

・
午
後
１
時
〜
４
時

　

出
石
総
合
支
所
２
階
大
会
議
室

年
金
相
談
会

１年分６カ月分１カ月分納付方法

１７２，９２０円８６，４６０円１４，４１０円
現金支払
（月々）

１６９，８５０円
【３，０７０円】

８５，７６０円
【７００円】

－
現金支払
（前納）
【割引額】

１６９，３００円
【３，６２０円】

８５，４８０円
【９８０円】

－
口座振替
（前納）
【割引額】

■前納保険料額
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市
で
は
、
青
少
年
の
補
導
活
動

を
推
進
し
、
非
行
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、「
豊
岡
市
青
少

年
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、青
少
年
セ
ン
タ
ー

の
補
導
活
動
を
円
滑
に
実
施
す
る

た
め
、
青
少
年
補
導
委
員
で
構
成

す
る
協
議
会
を
組
織
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
昭
和　

年
１

５４

月
に
結
成
大
会
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
ち
ょ
う
ど

　

周
年
に
当
た
り
ま

３０す
。
こ
の
間
、
補
導

委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
た
方
は
、
約
６
０

０
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

初
期
の
活
動
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
と

し
て
は
、
昭
和　

年
５
月
、
補
導

５５

委
員
か
ら
市
内
に
ポ
ル
ノ
雑
誌
の

自
販
機
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
情

報
に
対
し
て
、
撤
去
運
動
を
行
い
、

稼
動
前
に
撤
去
さ
せ
た
と
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
し
て
３
年
目
を
迎
え
た
今

年
度
は
、
新
た
に
城
崎
、
出
石
地

域
に
合
わ
せ
て　

人
の
補
導
委
員

１４

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
補
導
委
員
数
は　

人
と
な

９２

り
ま
し
た
。
今
後
は
、
竹
野
、
日

高
、
但
東
地
域
で
の
補
導
委
員
誕

生
を
目
指
し
ま
す
。

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

　

年
度
か
ら
青
色
灯
パ
ト
ロ
ー
ル

１７車
を
導
入
し
、
巡
回
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
自
主

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
、
警
察

か
ら
許
可
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
導
委
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
次
の
事
業
を
続
け
て
い

ま
す
。

①
昼
間
、
夜
間
の
補
導
巡
回
活
動

　

昼
間
、
夜
間
と
も
月
に
５
回
程

度
実
施
し
て
い
ま
す
。

②
９
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
各
地
区
の

巡
回
活
動

　

豊
岡
、
城
崎
、
出
石
地
域
に
現

在
９
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
て
お

り
、
身
近
な
地
域
の
巡
回
活
動
と

地
区
内
の
危
険
箇
所
の
把
握
、
有

害
環
境
等
の
情
報
提
供
な
ど
を
定

期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

③
補
導
委
員
の
研
修
活
動

　

年
２
回
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
岡
山
少
年
院
を
訪
ね
、
実

地
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
相
談
活
動

　

非
行
、
い
じ
め
、
不
登
校
、
親

子
関
係
、
友
達
関
係
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
直
接
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
電

話
で
相
談
く
だ
さ
い
。

　

豊
岡
こ
う
の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
山
本
綾
乃
会
長
）か
ら
市

へ
、
白
い
ポ
ス
ト
（
有
害
図
書
・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
）
３

基
の
寄
贈
を
受
け
、　

月　

日
、

12

25

市
役
所
前
で
贈
呈
式
を
行
い
ま
し

た
。

　

白
い
ポ
ス
ト
は
、
豊
岡
地
域
に

３
か
所
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
３

基
は
い
ず
れ
も
老
朽
化
し
て
お
り
、

順
次
新
し
い
も
の
へ
の
取
替
え
を

検
討
中
で
し
た
。

　

今
回
の
寄
贈
を
受
け
た
３
基
は
、

市
役
所
前
１
基
の
交
換
、
城
崎
地

域
で
の
２
基
の
新
設
に
利
用
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
今

後
は
、
竹
野
、
日
高
、
出
石
、
但

東
地
域
に
も
新
設
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

最
近
の
白
い
ポ
ス
ト
で
の
回
収

実
績
は
、
写
真
雑
誌
が
月
に　

冊
、

20

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
５
枚
程
度
で
す
。

　

青
少
年
を
有
害
環
境
か
ら
守
る

と
い
う
目
に
見
え
な
い
地
道
な
活

動
で
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
岡
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
（
豊
岡
市
教
育
委
員
会
内
）

　
�　

－

６
６
６
６（
直
通
）

２４

※
電
話
相
談　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
‐
０
１
‐
７
８
６
７ ▲白いポストの前で中貝市長に目録を贈呈する

こうのとりライオンズクラブの役員の皆さん

▲青色回転灯パトロール車での街頭活動
（平成１９年７月２４日）

　

周
年
を
迎
え
た

３０市
青
少
年
補
導
委
員
協
議
会

城
崎
、
出
石
地
域
に
も

補
導
委
員
組
織
が
発
足

青
色
灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で
巡
回

豊
岡
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ 

豊
岡
こ
う
の
と
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
市
へ

白
い
ポ
ス
ト
3
基
の

　
　
　
　
　
　

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

シ
リ
ー
ズ
 2

「
こ
ん
な
サ
イ
ン
を
見
つ
け
た
ら 

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
相
談
を
！
」 

　
今
回
は
、
高
齢
者
虐
待
に
つ
な
が
る
サ
イ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
見
守
り
や
気
付
き
が
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
鍵
と
な
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
周
り
で
「
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

市
役
所
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

　
《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
�
２４
‐２
４
０
１ 

家
庭
ご
み
減
量
の
強
い
味
方
「
生
ご
み
処
理
機
」 

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み

の
量
を
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生

ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
し
、
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
ま
で
に
こ
の
制
度
を
利

用
し
て
購
入
さ
れ
た
生
ご
み
処
理

機
の
台
数
は
、
旧
市
町
で
補
助
し

た
も
の
を
含
め
る
と
約
２
千
台
に

も
上
り
、
市
全
体
の
約　

世
帯
に

１５

１
世
帯
が
生
ご
み
処
理
機
を
設
置

し
て
い
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

■
電
気
式
生
ご
み
処
理
機
と
は
？

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
と
は
、

電
気
で
作
動
し
、
生
ご
み
を
粉
砕

や
分
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減

容
・
減
量
さ
せ
る
機
械
で
す
。

　

処
理
方
式
は
、「
乾
燥
式
」
と

「
バ
イ
オ
式
」
に
大
き
く
分
け
ら

れ
、「
乾
燥
式
」
は
、
温
風
で
生
ご

み
を
乾
燥
す
る
方
法
で
、
臭
い
が

発
生
し
に
く
く
、
屋
内
に
設
置
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
方
、「
バ

イ
オ
式
」
は
、
微
生
物
の
力
を
借

り
て
生
ご
み
を
分
解
す
る
方
法
で
、

処
理
さ
れ
た
生
ご
み
は
堆
肥
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
、
花
壇
や
家
庭

菜
園
な
ど
で
利
用
す
る
こ
と
で
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
両
方
の
特

徴
を
併
せ
持
っ
た
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
式
」
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま 

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
処
理
方
式
に
よ
り

差
は
あ
り
ま
す
が
、
約
４
分
の
１

か
ら　

分
の
１
程
度
に
ま
で
減
容

２０

が
で
き
ま
す
。

■
生
ご
み
処
理
機
利
用
者
の
声

　

生
ご
み
処
理
機
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
々
に
、
そ
の
効
果
を
お
聞

き
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
機
器
を
購
入
し
た
理
由

と
し
て
は
、「
生
ご
み
を
減
量
し

た
い
」や「
生
ご
み
の
保
管
に
困
っ

て
い
た
」
な
ど
の
意
見
が
多
く
、

皆
さ
ん
が
毎
日
大
量
に
発
生
す
る

生
ご
み
の
処
分
や
、
保
管
中
の
腐

敗
や
悪
臭
に
苦
心
さ
れ
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

次
に
、
効
果
が
あ
っ
た
点
を
お

聞
き
し
た
と
こ
ろ
、「
ご
み
出
し
回

数
が
減
っ
た
」
と
減
容
効
果
を
実

感
さ
れ
て
い
る
意
見
や
「
毎
日
処

理
で
き
、
台
所
の
嫌
な
臭
い
が
無

く
な
っ
た
」
な
ど
衛
生
面
で
も
効

果
が
あ
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
、

約
８
割
の
方
が
「
期
待
ど
お
り
の

効
果
が
あ
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
期
待
ど
お
り
で
な
か
っ

た
点
と
し
て
「
処
理
に
時
間
が
か

か
る
」「
臭
い
が
出
る
」「
電
気
料

金
が
高
い
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
中
に
は
機

器
の
処
理
容
量
や
処
理
方
式
を
見

直
す
こ
と
で
解
決
で
き
る
問
題
も

あ
り
ま
す
。

　

機
器
の
購
入
前
に
は
、
生
ご
み

の
量
や
設
置
場
所
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
な
ど
を
よ
く
考
慮
し
、
わ

が
家
に
合
っ
た
１
台
を
選
ぶ
こ
と

が
大
切
で
す
。

■
上
手
に
家
庭
ご
み
を

減
量
す
る
に
は
？

　

今
回
紹
介
し
た
生
ご
み
処
理
機

に
よ
る
処
理
は
、
生
ご
み
を
減
量

す
る
最
後
の
手
段
で
す
。
処
理
機

に
頼
る
前
に
ま
ず
、
食
品
の
買
い

過
ぎ
や
料
理
の
作
り
過
ぎ
に
注
意

す
る
な
ど
、
生
ご
み
を
出
さ
な
い

工
夫
が
肝
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
は
、
生

ご
み
処
理
機
に
負
け
な
い
大
き
な

効
果
を
生
む
は
ず
で
す
。

　

環
境
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
市
の
取
組
み
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課

●
高
齢
者
虐
待
の
サ
イ
ン

　

次
に
あ
げ
る
サ
イ
ン
は
あ
く
ま

で
も
虐
待
の
疑
い
や
可
能
性
を
示

す
も
の
の
例
で
、
こ
れ
ら
の
サ
イ

ン
が
あ
れ
ば
必
ず
虐
待
が
行
わ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
付
い
た
ら
、
ま
ず
は
相

談
く
だ
さ
い
。

①
家
族
と
同
居
し
て
い
る
高
齢
者

か
ら
「
家
に

帰
り
た
く
な

い
」
な
ど
の

訴
え
が
あ
る
。

②
近
所
付
き
合

い
が
な
く
、

最
近
見
か
け

な
い
。

③
高
齢
者
が
気
候
や
天
気
が
悪
く

て
も
、
長
時

間
外
に
い
る

姿
が
し
ば
し

ば
見
ら
れ
る
。

④
家
の
中
か
ら
高
齢
者
や
介
護
者
、

家
族
の
怒
鳴
り
声
や
悲
鳴
、
う

め
き
声
、
物

が
投
げ
ら
れ

る
よ
う
な
音

が
聞
こ
え
る
。

⑤
家
や
庭
の
様

子
が
荒
れ
て

い
る
。

⑥
昼
間
で
も
雨

戸
が
閉
ま
っ
て

い
た
り
、
夜
に

な
っ
て
も
明
か

り
が
つ
か
な
い
。

●
相
談
窓
口

　

高
齢
者
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
、

高
年
福
祉
課
お
よ
び
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
課
、
各
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

相
談
窓
口
の
一
覧
は
、　

月　
１２

２５

日
発
行
の
市
広
報
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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月　

日
、
市
は
、
兵
庫
県
電

１２

１４

気
工
事
工
業
組
合
但
馬
支
部
と
災

害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
業
務
に

関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
支
部
は
、
豊
岡
市
内
に
あ
る

　

の
電
気
工
事
関
連
会
社
を
含
む

６２但
馬
地
域
の
１
３
１
電
気
工
事
関

連
会
社
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
内
容
に
は
、
災
害
時
に
お

け
る
情
報
収
集
、
感
電
災
害
・
漏

電
災
害
の
防
止
、仮
設
電
気
工
事
・

応
急
復
旧
工
事
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

同
支
部
長
の
安
田　

稔
さ
ん
は

「
今
後
は
但
馬
全
体
で
協
定
を
結

び
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
今
回
、
豊
岡

市
と
協
定
を
結
べ
た
こ
と
は
大
変

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
話
す
と
、

中
貝
市
長
は
「
い
ざ
と
い
う
時
は
、

地
元
の
人
の
力
が
大
き
な
力
に
変

わ
り
ま
す
。
頼
も
し
い
味
方
が
で

き
、
と
て
も
心
強
い
で
す
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
こ
れ
ま
で
進
め
て

１２

２７

き
た
城
崎
地
区
公
民
館
（
城
崎
総

合
支
所
３
階
）
の
改
修
整
備
が
完

了
し
、
行
政
関
係
者
・
地
元
関
係

者
な
ど
が
集
り
、
同
公
民
館
で
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
の
県
民
交
流
広
場

事
業
の
補
助
を
受
け
て
、
調
理
室

や
会
議
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど

を
整
備
し
た
も
の
で
、
多
様
化
す

る
地
域
課
題
や
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
、
多
く
の
人
々
が
集

い
・
語
り
・
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
、
オ
ー
プ
ン
を
祝
っ

て
、城
崎
文
化
協
会
か
ら
長
唄「
寿

獅
子
」
の
舞
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

城
崎
地
区
公
民
館（
城
崎
総
合
支
所
３
階
）が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合
但
馬
支
部
と
災
害
協
定
を
締
結

災
害
時
の
早
急
な
復
旧
工
事
に
期
待

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【　

月
】

１２６
日
・（
仮
称
）但
東
北
部
温
泉
建

設
工
事
安
全
祈
願
祭

　
　

・
豊
岡
市
民
生
委
員
児
童
委

員
感
謝
状
・
委
嘱
状
伝
達

式

８
日
・
２
０
０
７
但
東
冬
の
光
フ

　
　
　

ェ
ス
タ

　

日
・
兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組

１４

合
但
馬
支
部
と
災
害
協
定

締
結

　

日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
学

１５

術
研
究
発
表
会

　
　

・「
環
境
農
業
」シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
市
長
講
演（
松
江
市
）

　

日
・
夢
劇
場
・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ

１７

ル
シ
ア
タ
ー

　

日
・
フ
ク
ノ
ハ
ナ
振
興
プ
ロ
ジ

２０
　
　
　

ェ
ク
ト
報
告
会

　

日
・
豊
岡
市
歌
の「
歌
詞
」決
定

２１
　
　

・
市
の
鳥
・
市
の
両
生
類
・
市

の
石
制
定

　

日
・
城
崎
地
区
公
民
館
竣
工
式

２７
　
　

・
市
政　

大
ニ
ュ
ー
ス
発
表

１０

　

日
・
市
役
所
仕
事
納
め
式

２８【
１
月
】

４
日
・
市
役
所
仕
事
始
め
式

　
　

・
豊
岡
市
賀
詞
交
換
会

６
日
・
豊
岡
・
城
崎
・
竹
野
・
但

東
消
防
団
出
初
式

７
日
・
出
石
消
防
団
出
初
式

　

日
・
豊
岡
市
成
人
式

１３

　

一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
便
利
な

車
を
求
め
た
結
果
が
、
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
の
衰
退
の
ほ
か
、

地
球
温
暖
化
、
市
街
地
の
郊
外
化
、

交
通
事
故
の
増
加
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
社
会
問
題
を
引
き
起
こ
し
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
職
員
が
問
題
意
識

を
持
ち
、
バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機

関
に
よ
る
通
勤
実
験
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

■
目　

的

①
公
共
交
通
機
関
を
日
常
生
活
の

移
動
手
段
と
す
る
利
用
者（
市

民
）の
目
線
で
公
共
交
通
機
関

の
便
利
さ
や
不
便
さ
を
体
感
す

る
②
職
員
の
地
球
環
境
問
題
や
公
共

交
通
機
関
問
題
へ
の
意
識
啓
発

を
図
る

③
職
員
の
通
勤
時
に
お
け
る
公
共

交
通
機
関
利
用
の
き
っ
か
け
づ

く
り
を
行
う

④
今
後
の
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

の
基
礎
資
料
と
す
る

⑤
継
続
実
施
や
他
事
業
者
へ
の
拡

大
の
課
題
や
可
能
性
を
検
証
す

る
■
実
施
期
間

　

１
月
７
日（
月
）〜
２
月　

日
１５

（
金
）の
都
合
の
良
い
日
１
日

■
対
象
公
共
交
通
機
関

　

全
但
バ
ス
、
コ
バ
ス
、
竹
野
バ

ス
、
但
東
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ

■
参
加
者
登
録
状
況
（　

月　

日

１２

２８

現
在
）
２
３
６
人

　

市
で
は
、
こ
の
実
験
に
よ
る
二

酸
化
炭
素
排
出
抑
制
量
を
試
算
し

公
表
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

▲城崎文化協会が披露された「寿獅子」の舞

▲１月７日、｢ｅ通勤 ｣にチャレンジした中貝
市長

市
職
員
が「 
ｅ 
通
勤
」に
チ
ャ
レ
ン
ジ

イ
ー

公
共
交
通
機
関
を
利
用
者
の
目
線
で
体
感
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月　

日
、
市
で
は
、
コ
ウ
ノ

１２

１７

ト
リ
子
育
て
支
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
事

業
の
一
環
と
し
て
「
夢
劇
場
・
ブ

ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
」
を
子

育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
子
育
て
学
習

室
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
暗
闇
の
中
で
の

物
語
体
験
や
、
幻
想
的
な
光
景
の

創
出
に
よ
り
、
情
操
を
豊
か
に
育

む
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
も
の

で
、
１
部
、
２
部
を
合
わ
せ
約
２

０
０
人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
歌
に
合
わ
せ

た
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
や
暗
闇
に
浮

か
び
上
が
る
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
に
す
っ
か
り
く
ぎ
付
け
に

な
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
一
緒

に
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
部
の
最
後
に
は
、

豊
岡
総
合
高
等
学
校
の
生
徒
に
よ

る
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
思

い
が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
、
日
本
海
信
販
株
式

１２

２０

会
社
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
１

８
２
、６
９
２
円
の
寄
付
を
受
け

ま
し
た
。

　

同
社
で
は
、
豊
岡
市
が
進
め
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み

を
支
援
す
る
た
め
、
昨
年
６
月
に

コ
ウ
ノ
ト
リ
支
援
カ
ー
ド
「
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｍ
Ａ　

Ｋ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
ゴ
ー
ル
ド
カ
ー
ド
」
を
発
行
し

ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
利
用

代
金
と
年
会
費
の
一
部
が
コ
ウ
ノ

ト
リ
保
護
支
援
金
と
し
て
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
基
金
」
へ
寄
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
同
社
の
村
田
憲
之
常

務
取
締
役
営
業
本
部
長
が
「
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
応
援
し
よ

う
と
企
画
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
役

立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
話
す
と
、

中
貝
市
長
は
「
企
業
の
こ
の
よ
う

な
取
組
み
は
豊
岡
に
と
っ
て
喜
ば

し
い
こ
と
で
す
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

野
生
復
帰
の
た
め
に
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
答
え
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
兵
庫
県
麺
類
食

堂
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
コ

ウ
ノ
ト
リ
基
金
に　

万
円
の
寄
付

１０

を
受
け
ま
し
た
。
日
本
麺
類
食
堂

業
生
活
衛
生
同
業
組
合
の
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
、　

月　

日
、
豊

１１

２２

岡
市
出
石
町
で
開
催
さ
れ
、
そ
の

大
会
で
、
中
貝
市
長
が
記
念
講
演

を
行
っ
た
縁
に
よ
り
、
今
回
の
寄

付
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
組
合
理
事
長
の
河

野
勝
雄
さ
ん
が
「
豊
岡
市
が
取
り

組
む
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
共
生
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
、
中
貝
市
長
に
寄
付

金
を
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

夢
劇
場
・
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

愉
快
な
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
海
信
販
株
式
会
社
・
兵
庫
県
麺
類
食
堂
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
寄
付
を
受
け
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取
組
み
に
多
方
面
か
ら
支
援 ▲パネルと音楽に合わせ一緒に手遊びをす

る子どもたち

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

中
貝
市
長
の
徒
然
日
記 

5

子
育
て
頑
張
れ 

　

昨
年
は
豊
岡
に
と
っ
て
特
別
な

年
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
野
外

で　

年
ぶ
り
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
ヒ

４３
ナ
が
誕
生
し
、　

年
ぶ
り
に
巣

４６

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は

「
命
へ
の
共
感
」
を
も
っ
て
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
親
子
に
声
援
を
送
り
続

け
ま
し
た
。
そ
の
同
じ
共
感
を

も
っ
て
子
育
て
を
応
援
し
た
い
、

そ
う
考
え
、
昨
年
の
秋
、
子
育
て

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
い
く
つ

か
の
施
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

子
育
て
は
本
来
楽
し
い
も
の
で

あ
り
、
意
義
深
い
も
の
で
す
。
私

も
子
育
て
を
経
験
し
ま
し
た
。
ト

イ
レ
で
お
し
め
を
洗
っ
た
り
、
ミ

ル
ク
を
飲
ま
せ
て
い
る
最
中
ゲ

ボ
ッ
と
さ
れ
て
服
を
汚
し
た
り
、

夜
泣
き
を
す
る
子
を
半
分
腹
を
立

て
な
が
ら
あ
や
し
た
り
。
妻
の
苦

労
に
比
べ
れ
ば
何
と
い
う
こ
と
は

な
い
の
で
す
が
、
結
構
大
変
で
し

た
。
が
、
同
時
に
楽
し
い
経
験
で

し
た
。
高
校
の
卒
業
式
で
在
校
生

の
拍
手
に
送
ら
れ
て
退
場
す
る
娘

の
姿
を
扉
の
影
か
ら
こ
っ
そ
り
見

た
と
き
、「
あ
あ
、
こ
の
子
が
い
て

く
れ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
思

い
ま
し
た
。
子
育
て
の
お
か
げ
で
、

私
の
人
生
は
確
か
に
豊
か
な
も
の

に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
、
楽
し
い

は
ず
の
子
育
て
に
苦
し
む
親
が
た

く
さ
ん
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

幼
児
虐
待
や
児
童
虐
待
が
後
を
絶

た
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

み
ん
な
で
応
援
し
よ
う
。
行
政

も
地
域
も
、
ま
ち
中
が
「
あ
な
た

の
し
て
い
る
子
育
て
は
す
ば
ら
し

い
仕
事
だ
、
応
援
し
て
い
る
よ
」

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
よ
う
。

　

お
店
に
も
声
を
か
け
ま
し
た
。

市
が
発
行
す
る
子
育
て
カ
ー
ド
を

持
つ
方
に
は
、
何
か
特
別
の
配
慮

を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
そ

う
し
た
ら
２
０
０
を
超
え
る
方
々

か
ら
参
加
の
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

分
か
っ
た
、
皿
そ
ば
一
皿
お
ま
け

す
る
よ
、
値
段
を　

％
割
り
引
く

１０

よ
、
ポ
イ
ン
ト
２
倍
あ
げ
る
よ
、

住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
お
ま
け
す
る

よ
。
も
っ
と
も
っ
と
輪
が
広
が
る

こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
が
楽
し
い
ま
ち
、
子
ど

も
が
元
気
に
育
つ
ま
ち
。
そ
れ
が

豊
岡
の
願
い
で
す
。
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１
月
５
日
、地
元
の
ボ
ー
ト
愛
好
家
ら
に
よ
る「
初

 
漕 
ぎ
」
が
、
城
崎
町
の
円
山
川
城
崎 
漕  
艇  
場 
で
開
催

こ 

そ
う 
て
い 
じ
ょ

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
漕
ぎ
は
、「
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
」
の
開
催
を
機

に
「
新
春
の
風
物
詩
と
な
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
」

と
、
円
山
川
城
崎
ロ
ー
イ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
、
今
回
で
３
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
雪
化
粧
を
し
た
城
崎
温

泉
街
を
背
景
に
、
城
崎
中
ボ
ー
ト
部
員
ら
約　

人
が
、

３０

新
年
の
目
標
を
胸
に
６
艇
の
ボ
ー
ト
に
乗
り
込
み
、

円
山
川
を
力
漕
し
ま
し
た
。
初
漕
ぎ
の
後
に
は
温
か

い
カ
ニ
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
冷
え
た
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
３
日
、
お
ど
け
た
踊
り
と
縁
起
の
良
い
歌
で

新
年
を
祝
う
「
法
花
寺
万
歳
」
が
、
新
年
に
特
別
開

館
さ
れ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

法
花
寺
万
歳
は
、
今
日
の
漫
才
の
起
源
と
言
わ
れ
、

市
と
県
の
無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

地
元
住
民
ら
が
保
存
会
を
設
立
し
て
伝
承
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
え
ぼ
し
姿
で
扇
を
持
っ
た 
太  
夫 
と
、
大

た 
ゆ
う

黒 
頭  
巾 
に
鼓
を
持
っ
た 
才  
若 
が
、
三
味
線
に
合
わ
せ

ず 
き
ん 

さ
い 
わ
か

て
巧
に
掛
け
合
い
を
し
な
が
ら
舞
を
演
じ
ま
し
た
。

　

岸
和
田
市
か
ら
旅
行
で
訪
れ
た
若
林 
知  
州  
子 
さ
ん

ち 

づ 

こ

は
「
雪
景
色
の
中
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
万
歳
は
、
ど
ち

ら
も
美
し
く
感
動
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
第
２
回
新
春
か
る
た
大
会
を
図
書
館

１２

竹
野
分
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
正
琴
を
演
奏
す
る
グ
ル
ー
プ
「
清
恵

会
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
大
正
琴
の
演
奏
会
が
行
わ

れ
た
後
、市
内
の
幼
稚
園
と
小
・
中
学
生　

人
が
、い

２８

ろ
は
か
る
た
と
百
人
一
首
に
挑
戦
。
子
ど
も
た
ち
は
、

読
み
上
げ
ら
れ
た
歌
を
、
目
の
前
に
並
べ
ら
れ
た
札

の
中
か
ら
真
剣
な
表
情
で
探
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
は
か
る
た
の
部
で
優
勝
し
た 
榧  
垣 　

誠
く
ん

か
や 
が
き

（
神
美
小
３
年
）は
「
決
勝
戦
で　

枚
も
札
が
取
れ
た

２１

の
で
よ
か
っ
た
」。百
人
一
首
の
部
で
優
勝
し
た
仲
田

怜
奈
さ
ん
（
竹
野
小
５
年
）
は
「
楽
し
か
っ
た
の
で

来
年
も
出
た
い
で
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
話
し
て
い
ま
し

た
。

▲幻想的な雪景色の中、円山川の川面を滑るように快漕
する参加者たち

▲保存会による太夫と才若の掛け合いに見入る来場者
たち

第
２
回
新
春
か
る
た
大
会

お
手
つ
き
は
ダ
メ
よ

▲百人一首に挑戦する子どもたち。上の句が読まれ
るだけで札を取る姿もあった

法
花
寺
万
歳

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
祝
福
芸
で

新
年
を
祝
う

円
山
川　

ボ
ー
ト
初
漕
ぎ

新
年
に
願
い
を
こ
め
て

　
 
颯  
爽 
と
こ
ぎ
出
す

さ
っ 

そ
う
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まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報広聴係まで連絡ください。

　

１
月　

日
、
ど
ん
ど
焼
き
集
会
が
福
住
小
学
校
の

１１

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
集
会
は
、地
域

の
方
の
協
力
に
よ
り
古
く
か
ら
続
く
恒
例
行
事
で
す
。

　

当
日
は
、
幼
稚
園
児
か
ら
６
年
生
ま
で
１
９
４
人

が
門
松
や
し
め
縄
、
書
き
初
め
な
ど
を
焼
い
て
火
に

あ
た
り
、
今
年
１
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

児
童
会
長
の 
河  
谷 
大
地
く
ん（
６
年
）は
「
中
学
に

か
わ 
た
に

進
学
し
て
も
勉
強
や
友
達
づ
く
り
に
頑
張
れ
る
よ
う
、

健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
願
い
を
込
め
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
毎
年
ど
ん
ど
焼
き
の
お
世
話
を

し
て
い
る
伊
藤　

勇
さ
ん
（
出
石
町
中
村
）
は
「
子

ど
も
た
ち
に
は
日
本
の
伝
統
行
事
に
ふ
れ
て
も
ら
っ

て
季
節
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

　

１
月　

日
、
八
代
小
学
校
で
は
、
全
校
児
童　

人

１１

４８

が
参
加
す
る
「
校
内
新
春
書
き
初
め
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
書
き
初
め

を
通
し
て
、
書
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

今
年
１
年
を
頑
張
ろ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

１
、
２
年
生
は
フ
ェ
ル
ト
ペ
ン
、
３
年
生
以
上
は

毛
筆
を
使
っ
て
、
冬
休
み
の
間
、
各
家
庭
で
練
習
し

た
「
大
き
な
希
望
」「
広
が
る
輪
」「
美
し
い
心
」
な

ど
の
言
葉
を
、
集
中
し
て
３
枚
の
紙
や
長
半
紙
に
清

書
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
枚
は
、
玄
関
の
掲
示

板
に
展
示
さ
れ
、
校
内
は
新
春
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

▲３年生以上の児童は、体育館に一堂に集まり、一
字一字に心を込めて書き初めを行った

　

１
月　

日
、
但
東
町
栗
尾
の
国
道
４
２
６
号
沿
い

１１

に
あ
る
今
年
の
干
支
「
子
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
巨
大

看
板
に
、
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
「
ス
ピ
ー
ド

チ
ュ
ー
い
」
と
書
か
れ
た
標
語
の
パ
ネ
ル
が
取
り
付

け
ら
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
引
い
て
い
ま
す
。

　

看
板
は
、
同
区
の
「
栗
尾
ふ
る
さ
と
１
３
５
委
員

会
」
に
よ
っ
て
、
昨
年　

月
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、

１２

今
年
で
８
年
目
と
な
り
、
毎
年
１
月　

日
の
「
１
１

１０

０
番
の
日
」
ご
ろ
に
警
察
と
共
に
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
た
め
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
会
委

員
長
の
西
垣　

勉
さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
交
通
安
全
に

つ
な
が
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲交通安全にも一役買っている干支看板。ドライバーの
目を引いている

ど
ん
ど
焼
き
集
会

今
年
１
年
の

無
病
息
災
を
願
っ
て

▲書き初めをした半紙が高く舞い上がるたびに、子ども
たちは歓声を上げていた

新
春
書
き
初
め
大
会

今
年
も
頑
張
ろ
う
と
い
う

思
い
を
込
め
て

干
支
看
板
に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
標
語

ス
ピ
ー
ド
チ
ュ
ー

�

�

�

い
！
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１
月
２
・
３
日
の
２
日
間
、
東

京
と
箱
根
間
（
２
１
７
・
９
キ
ロ

　

区
間
）
を
コ
ー
ス
と
す
る
「
第

１０
　

回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝

８４競
走
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

大
会
に
山
梨
学
院
大
学
の
代
表
選

手（
第　

区　　

・
１
キ
ロ
）と
し
て

１０

２３

出
場
し
た
中
川　

剛
さ
ん
は
豊
岡

市
日
高
町
佐
田
の
出
身
で
す
。

　

中
川
さ
ん
は
「
こ
の
大
会
で
は

反
省
点
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
出

場
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

同
大
会
で
正
月
の
晴
れ
舞
台
に

立
て
る
の
は
わ
ず
か　

チ
ー
ム
。

２０

前
回
大
会
で　

位
ま
で
に
入
っ
た

１０

大
学
は
シ
ー
ド
権
が
あ
り
ま
す
が
、

残
り
の　

チ
ー
ム
（
う
ち
１
チ
ー

１０

ム
は
関
東
学
連
選
抜
）
に
入
る
に

は
、
全
国
か
ら
集
ま
る
学
生
ラ
ン

ナ
ー
と
競
い
合
っ
て
予
選
会
を
突

破
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今

大
会
の
シ
ー
ド
権
が
な
か
っ
た
山

梨
学
院
大
学
は
、
予
選
会
を
見
事

突
破
し
、
出
場
権
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。
出
場
す
る
だ
け
で
も
難
し

い
こ
の
大
会
は
、
学
生
ラ
ン
ナ
ー

に
と
っ
て
憧
れ
の
舞
台
と
も
い
え

ま
す
。

　

中
川
さ
ん
が
長
距
離
走
を
始
め

た
の
は
、
中
学
生
の
時
。
日
高
西

中
学
校
陸
上
部
に
入
部
し
、
１
年

生
で
は
、
短
距
離
走
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
し
た
が
、
校
内
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
で
思
い
の
ほ
か
成

績
が
良
く
、
陸
上
部
顧
問
の
先
生

か
ら
「
長
距
離
走
に
転
向
し
て
み

な
い
か
」
と
い
う
助
言
も
あ
り
、

そ
の
後
、
長
距
離
走
に
転
向
し
ま

し
た
。
走
る
こ
と
に
楽
し
さ
を
覚

え
た
中
川
さ
ん
は
、
豊
岡
南
高
校

（
現
・
豊
岡
総
合
高
校
）
進
学
後

も
陸
上
を
続
け
、
経
験
を
重
ね
な

が
ら
そ
の
実
力
を
高
め
て
き
ま
し

た
。

　

高
校
卒
業
後
、
介
護
職
を
目
指

し
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
が
、
山

梨
学
院
大
学
陸
上
部
監
督
か
ら
入

部
の
誘
い
が
あ
り
、
長
野
県
で
開

催
さ
れ
る
夏
の
強
化
合
宿
に
参
加

し
ま
し
た
。
合
宿
生
活
で
は
、
大

学
の
部
員
と
一
緒
に
走
り
込
み
を

中
心
と
し
た
厳
し
い
練
習
に
励
み

ま
し
た
。
中
川
さ
ん
は
、
こ
の
強

化
合
宿
を
終
え
て
、
や
は
り
自
分

は
陸
上
が
や
り
た
い
と
い
う
こ
と

を
確
信
し
、
翌
年
、
山
梨
学
院
大

学
に
入
学
し
ま
し
た
。

　

入
学
後
、
平
日
は
、
授
業
の
合

間
を
縫
っ
て
朝
練
習
と
夕
方
練
習

に
、
休
日
は
、
朝
か
ら
正
午
ま
で

練
習
に
励
む
な
ど
、
陸
上
一
筋
の

日
々
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
毎
日
厳
し
い
練
習
を
こ
な
し

て
き
ま
し
た
が
、
辞
め
よ
う
と

思
っ
た
こ
と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ

ん
。
好
き
な
こ
と
に
挑
戦
し
続
け

ら
れ
る
の
で
楽
し
い
で
す
」
と
中

川
さ
ん
。
彼
の
持
ち
味
は
、
１
８

▲学生ランナーの憧れともいえる「第８４回
東京箱根間往復大学駅伝競走」に出場し
た中川さん。空いた時間を利用して趣味
のサッカーを友人と楽しんでいる。山梨
学院大学２回生

　毎年、年が明けると「東京箱根間往復大学駅伝競走」が開催されます。
　今年、この大会に但馬の高校出身者として初めての出場を成し遂げ
た豊岡市出身の若者がいます。自分の力を信じ続け、その大舞台で活
躍した一人の男性を紹介します。

夢はマラソンランナー
いつまでも走り続けたい

中川　 剛 
ごう

さん（２０歳）日高町佐田出身

▲母校の三方小学校を訪問し、子どもたち
とふれあう中川さん

２
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
身
を
活

か
し
て
、
歩
幅
を
大
き
く
取
っ
て

走
る
「
ス
ト
ラ
イ
ド
走
法
」
で
す
。

歩
数
を
少
な
く
し
、
ス
ピ
ー
ド
を

乗
せ
て
走
れ
る
こ
と
が
特
徴
で
す
。

　
「
今
後
の
目
標
は
何
で
す
か
」と

い
う
問
い
に
、「
大
会
で
走
っ
て
い

る
時
は
、
監
督
や
部
員
、
家
族
、

知
人
な
ど
が
応
援
し
て
く
れ
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
勇
気
付

け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
今
後

も
走
り
続
け
、
ゆ
く
ゆ
く
は
マ
ラ

ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
自
分
の
力

を
試
し
て
み
た
い
で
す
」
と
自
信

を
の
ぞ
か
せ
る
中
川
さ
ん
。
中
川

さ
ん
の
気
持
ち
は
、
既
に
、
来
年

の
箱
根
駅
伝
に
向
け
て
走
り
出
し

て
い
ま
し
た
。

持
ち
味
は
長
身
を
活
か
し
た

　
　
　
「
ス
ト
ラ
イ
ド
走
法
」

学
生
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
の
走
り

の
頂
点「
箱
根
駅
伝
」に
出
場

陸
上
と
の
出
会
い　
　

　

そ
し
て
進
路
の
悩
み

▲

中
川
さ
ん
は
第　

区
の
ア
ン
カ
ー

１０

を
務
め
、
総
合
６
位
に
。
来
季
の

シ
ー
ド
権
を
獲
得
し
た

来
年
も
こ
の
大
会
で
走

り
た
い　
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豊
岡
小
学
校
は
、
市
街
地
に
位

置
し
、
周
囲
に
は
住
宅
や
商
店
街

が
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
現
在
、

　

地
区
か
ら
５
７
０
人
の
児
童
が

３１通
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
小
学
校
に
通
う
児
童
会
長

の
福
伊
凌
介
く
ん（
６
年
）は
、
３

年
生
の
時
に
始
め
た
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
が
特
技
で
す
。
み
ん
な
と

力
を
合
わ
せ
て
試
合
に
勝
っ
た
時

が
楽
し
い
と
い
う
福
伊
く
ん
に
、

豊
岡
小
学
校
を
紹
介
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

豊
岡
小
学
校
の
特
徴
は
、�「
さ

せ
ら
れ
る
自
分
」
か
ら
「
す
る
自

豊
岡
小
学
校
 

案
内
者
 福
伊
凌
介
 

（
豊
岡
） 

く
ん
 

３０ 
ふ
く 

い 

り
ょ
う 

す
け 

（
最
終
回
） 

分
」
へ
�
を
学
校
の
目
標
に
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
誰
か

に
言
わ
れ
て
か
ら
行
動
す
る
の
で

は
な
く
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
意
識
し

な
が
ら
生
活
す
る
取
組
み
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
６
年
生

の
総
合
学
習
の
一
つ
と
し
て
、「
Ｍ

Ｙ
ド
リ
ー
ム
〜
こ
ん
な
豊
岡
に
し

た
い
〜
」
と
題
し
て
、
職
場
見
学

を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
職

場
見
学
で
は
、
自
分
た
ち
が
将
来

や
っ
て
み
た
い
仕
事
に
関
係
す
る

市
内
の
会
社
を
訪
問
し
て
、
現
場

で
働
く
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
た
り
、
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
り
し
ま
す
。

　

僕
は
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
に
取

材
に
行
き
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ

に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
聞
い
た
話
を
記
事

に
し
、
学
校
新
聞
を
作
り
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時
は
緊
張
し

た
し
、
記
事
を
書
く
こ
と
は
と
て

も
難
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
職
場

見
学
を
通
し
て
、
知
り
た
か
っ
た

話
が
聞
け
た
の
で
、
よ
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
人
に
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
っ
て
、
豊
岡
を
ス

ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
ま
ち
に
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
に
「
防
犯
ボ
ラ
ン

１１

テ
ィ
ア
あ
り
が
と
う
の
会
」
を
、

豊
岡
小
学
校
の
体
育
館
で
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
僕
た
ち
が
登

下
校
す
る
道
で
、
毎
日
、
立
ち
番

を
し
て
く
れ
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
、
感
謝
の
気
持

ち
を
表
す
行
事
で
す
。
今
年
は
、

地
域
の
方
々
と
交
通
安
全
ク
イ
ズ

で
楽
し
ん
だ
後
、
お
礼
の
手
紙
や

▲地域ボランティアの方々
と交流する子どもたち

　

日
高
キ
ッ
ズ
は
、
平
成　

年
に

14

結
成
し
、
現
在
、
日
高
・
八
代
・

静
修
の
３
小
学
校
の
児
童　

人
が

32

所
属
し
て
い
る
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
す
。
メ
ン
バ
ー

は
、
毎
週
土
曜
日
の
午
後
に
日
高

小
学
校
の
体
育
館
で
汗
を
流
し
て

い
ま
す
。

　

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
、

子
ど
も
た
ち
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
考
案
さ
れ
た
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
で
、「
友
情
・
ほ
ほ
え
み
・

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
」
の
３
つ
の
精
神

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
は
、
基
本
的
に
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
同
じ
で
す
が
、

ゴ
ー
ル
の
高
さ
や
ボ
ー
ル
の
大
き

さ
、
試
合
時
間
な
ど
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。

　

試
合
中
は
、
コ
ー
ト
の
中
を
走

り
続
け
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
日

ご
ろ
か
ら
の
体
力
づ
く
り
が
重
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
代
表
を
務
め
る
赤

松　
 
光 
さ
ん
は
「
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

こ
う

ト
ボ
ー
ル
の
見
ど
こ
ろ
は
、
攻
守

の
ス
ピ
ー
ド
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
と

話
し
ま
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
練
習
は
、主
に
体
力
づ

く
り
で
、
練
習
時
間
の
大
半
は
走

り
込
み
を
中
心
と
し
た
基
礎
体
力

の
向
上
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務

め
る
井
上 
暁  
人 
く
ん
（
日
高
小
６

と
き 

と

年
）
は
「
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
っ
た

時
が
楽
し
い
で
す
。
普
段
か
ら

ボ
ー
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
集
中
し

て
練
習
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　

同
ク
ラ
ブ
の
戦
績
は
、
昨
年　
11

月
に
開
催
さ
れ
た
但
馬
大
会
で
準

優
勝
。
続
く
県
大
会
（
今
年
１
月

開
催
）
に
も
出
場
す
る
な
ど
、
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲「自ら学ぶ」ことに取り組ん
でいる豊岡小学校

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
、
た
く

さ
ん
の
壁
飾
り
を
作
っ
て
、
感
謝

の
気
持
ち
を
表
現
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
小
学
校
で
は
、
こ
の
よ
う

に
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
し

な
が
ら
、
自
分
で
考
え
て
行
動
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲日高キッズのメンバー

『
日
高
キ
ッ
ズ
』（
日
高
）　
　
　
　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
自
慢
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
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シ
リ
ー
ズ 

4

親
子
の
交
流
と
相
談 

ラ
部
屋
」
と
い
い
ま
す
。

　
「
床
山
」
さ
ん
は
、
銅
や
ア
ル
ミ

で
作
っ
た
土
台
に
毛
を
取
り
付
け

た
か
つ
ら
を
結
い
上
げ
、
役
者
へ

の
掛
け
外
し
や
、
電
熱
器
で
乾
か

す
な
ど
の
手
入
れ
を
行
う
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
人
気
役
者
の
場
合
、

役
者
ご
と
に
専
任
の
「
床
山
」
さ

ん
が
い
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

役
者
ご
と
、
さ
ら
に
公
演
中
の

演
目
の
配
役
ご
と
に
か
つ
ら
が
用

意
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
カ
ヅ
ラ
部

屋
」
は
た
く
さ
ん
の
か
つ
ら
で
一

杯
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
鳥
屋
」
は
、
花
道
の
後
方
に
あ

る
小
さ
な
部
屋
（
永
楽
館
で
は
一

畳
半
ほ
ど
）
で
す
。
役
者
が
花
道

に
出
る
ま
で
の
待
機
場
所
に
も
な

っ
た
り
、
舞
台
か
ら
花
道
を
通
っ

て
引
っ
込
む
場
所
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
階
段
を
下
り
る
と
「
奈

出
石
・
永
楽
館
通
信 

「
永
楽
館
の
舞
台
設
備
　
　  

」 

（
そ
の
4
） 

　
建
物
を
全
面
改
修
し
、
今
年
夏
に
完
成
す
る
「
永
楽 

館
」
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
《
問
合
せ
》
教
育
委
員
会
出
石
分
室 

⑥ 
　

前
回
に
続
き
、
永
楽
館
に
残
る

多
く
の
舞
台
設
備
の
特
徴
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

〈
カ
ヅ
ラ
部
屋
〉

　

か
つ
ら
を
管
理
す
る
「 
床  
山 
」

と
こ 
や
ま

さ
ん
が
待
機
す
る
部
屋
を
「
カ
ヅ

落
」が
あ
り
、花
道
の
ス
ッ
ポ
ン
や

廻
り
舞
台
の
セ
リ
、
舞
台
下
手
の

階
段
な
ど
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の

で
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
神

出
鬼
没
に
登
場
す
る
（
時
に
は
早

替
わ
り
す
る
）
演
出
も
あ
り
ま
す
。

　

永
楽
館
の
「
鳥
屋
」
に
は
、
建

築
当
初
、「
下
足
場
」
で
使
っ
て
い

た
材
木
を
構
造
材
と
し
て
転
用
し

て
い
る
部
材
が
あ
り
ま
す
。

　
「
下
足
場
」
と
は
昔
、
履
物
を
脱

い
で
桟
敷
に
上
が
る
と
き
に
「
下

足
番
」
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が

番
号
札
を
渡
し
て
履
物
を
保
管
す

る
場
所
で
、
戦
後
、
客
席
が
桟
敷

席
か
ら
椅
子
席
に
替
わ
り
、
土
足

の
ま
ま
客
席
に
入
れ
る
よ
う
に
改

修
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
「
下

足
場
」
が
不
要
に
な
り
、
新
し
く

設
け
ら
れ
た
「
鳥
屋
」
に
「
下
足

場
」
の
部
材
が
使
わ
れ
、
下
足
番

号
の
な
ご
り
が
残
り
ま
し
た
。

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣裳部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

トラス 

楽屋 楽屋 
太夫座 

囃子場 
馬立て 

衣裳部屋 

チョボ床 

廻り舞台 せり 
湯殿へ 
大道具置場 

カヅラ部屋 

奈落へ 

スッポン 

花道 東桟敷 

二階桝席 

通路 

西桟敷 

平桟敷 
鳥屋 

小道具 
部屋 

ブドウ棚 ブドウ棚 

●
プ
レ
マ
マ
相
談（
妊
婦
相
談
）

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
行
い
ま
す
。
交
付
に

あ
わ
せ
て
、
健
康
・
歯
科
・
栄
養

相
談
も
行
い
、
妊
娠
生
活
を
楽
し

く
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ

る
よ
う
に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
豊
岡
・
日
高
地
域
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の

他
の
支
所
で
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

●
母
親
交
流

　

妊
娠
中
の
方
と
生
後
２
カ
月
ま

で
の
乳
児
を
持
つ
親
子
の
交
流
の

場
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
思

い
や
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
保
健
師
に
よ
る
育
児

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
場
は
、
城
崎
・
竹
野
・
出
石

地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
な
か
よ
し
広
場

　

妊
娠
中
の
方
と
２
歳
ま
で
の
乳

幼
児
を
持
つ
親
子
の
交
流
の
場
で

す
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
お

母
さ
ん
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
保
育
士
に
よ
る
遊
び

の
時
間
や
希
望
者
に
計
測
・
育
児

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
す
く
す
く
教
室
（
１
歳
児
育
児

　

教
室
）

　

１
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
が
対

象
の
教
室
で
す
。
親
子
遊
び
を
行

う
な
ど
楽
し
い
交
流
の
場
に
な
っ

て
い
ま
す
。
身
長
や
体
重
な
ど
の

計
測
、
保
育
士
に
よ
る
親
子
遊
び
、

幼
児
食
相
談
、
歯
科
相
談
、
保
健

師
に
よ
る
成
長
や
育
児
に
つ
い
て

の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
に
こ
に
こ
教
室
（
２
歳
児
育
児

　

教
室
）

　

２
歳
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
が
対

象
の
教
室
で
す
。
身
長
や
体
重
な

ど
の
計
測
、
歯
科
診
察
（
希
望
者

に
は
フ
ッ
素
塗
布
）
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
歯
の
話
や
歯
科
相
談
、
保

育
士
に
よ
る
親
子
遊
び
、
保
健
師

に
よ
る
成
長
や
育
児
に
つ
い
て
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
は
毎
月　

日
発
行

１０

の
市
広
報
等
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

市
が
行
っ
て
い
る
「
子
育
て
支
援
事
業
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。　
　
　
　

《
問
合
せ
》
健
康
増
進
課
�　

－

1
1
２
７

２４

永楽館の内部

▲「鳥屋」の内側に残る下足場のなごり

〈 
鳥  
屋 
〉

と 

や
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■
私
財
寄
付
功
労

▽
河
原　

齊
   

（
正
法
寺
）

ひ
と
し

　

河
原
さ
ん
は
、
父
で
あ
る
版
画

家
・
河
原
英
雄
さ
ん
の
版
画
作
品

　

点
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

８０▽
大
石
建
設
設
備
株
式
会
社
（
但

　

東
町
矢
根
）

　

同
社
は
、
豊
岡
市
立
但
東
中
学

校
の
中
庭
に
人
工
芝
（
面
積
４
０

５
平
方
メ
ー
ト
ル：

敷
設
工
事
含

む
）
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▽
城
崎
温
泉
駅
を
愛
す
る
会
（
城

崎
町
湯
島
）

　

同
会
は
、
城
崎
温
泉
駅
を
利
用

す
る
す
べ
て
の
方
に
と
っ
て
や
さ

し
い
駅
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
、
こ
の
た
び
Ｊ

Ｒ
城
崎
温
泉
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
の
た
め
金
１
、５
０
０
万
円

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
田　

寛
（
上
陰
）

■
小
学
校
中
学
年
の
部　

兵
庫
県

　

知
事
賞

▽
�
谷　

わ
か
な（
八
条
小
４
年
）

　

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校
自

然
科
学
部
は
、　

月　

〜　

日
に

１２

２９

３０

東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
ッ
ト

競
技
会
「
フ
ァ
ー
ス
ト
・
レ
ゴ
・

リ
ー
グ
」
の
全
国
大
会
で
５
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。
同
部
は
、
４
月

　

〜　

日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ

２７

２９

る
ア
ジ
ア
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

おおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめ
ででででででででででで
ととととととととととと
ううううううううううう

ごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいい
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす
平
成　

年
度 
青
少
年
読
書

１９
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

豊
岡
市
公
益
功
労
者
表
彰

平
成　

年
度　
障
害
者
自
立

１９
更
生
等
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

豊
岡
市
特
別
感
謝
状

近
畿
大
学
附
属
豊
岡
中
学
校

自
然
科
学
部
の
生
徒
が
、ロ

ボ
ッ
ト
競
技
会「
フ
ァ
ー
ス
ト
・

レ
ゴ
・
リ
ー
グ
」の

ア
ジ
ア
大
会
に
出
場▲アジア大会出場を決めた近畿大学附属

豊岡中学校自然科学部の生徒たち

　本コーナーに出演いただくお子さんを
募集します。対象は市内在住で２歳までの
乳幼児。お子さんの写真の裏に氏名（ふ
りがな）、性別、生年月日、保護者の氏名、
住所、電話番号とコメント（４０字以内）
を添えて、秘書広報課「すくすく日記係」
へお送りください。 

お
姉
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
な
大
ち
ゃ
ん
。

す
く
す
く
育
っ
て
ね
。

（
父　
治
人
・
母　
輝
子
、宮
井
）

お
兄
ち
ゃ
ん
と
「
ち
ょ
ん
な
の
関
係

ね
ぇ
ー
」
を
す
る
の
が
大
好
き
。
目

指
せ
！
一
流
芸
人　
!!

（
父　
勝
巳
・
母　
奈
央
子
、宮
井
）

（平成１８年４月２９日生）
平 藤 大  稀 

だい き

ちゃん
（平成１８年８月１９日生）
杉 山 杏  次 

あん じ

ちゃん

お
姉
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
踊
っ

た
り　

い
つ
ま
で
も
仲
良
し
姉
妹
で
い

!!

て
ね
。

（
父　
貴
士
・
母　
享
子
、出
石
町
町
分
）

や
ん
ち
ゃ
で
い
た
ず
ら
大
好
き
健
成

君
！
そ
れ
で
も
一
番
大
好
き
だ
ヨ
�

�
�

（
父　
良
・
母　
理
恵
、日
高
町
祢
布
）

（平成１８年１月３１日生）
加 藤 真  羽 

まな は

ちゃん
（平成１７年１１月１３日生）
西 村 健  成 

けん せい

ちゃん

た
く
ま
し
く
や
さ
し
い
男
の
子
に

育
っ
て
ね
。

（
父　
和
人
・
母　
仁
美
、宮
井
）

（平成１８年５月３１日生）
市 場 信  玄 

しん げん

ちゃん

家
族
仲
良
く
、友
達
と
も
仲
良
く
、元

気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
。

（
父　
剛
・
母　
真
紀
、宮
井
）

お
歌
や
ダ
ン
ス
が
大
好
き
な
桜
也
。

い
つ
も
皆
を
笑
顔
に
し
て
く
れ
る
カ

ワ
イ
イ
我
が
家
の
宝
物
。

（
父　
哲
也
・
母　
道
代
、宮
井
）

（平成１８年８月９日生）
橋 本 柚  泉 

ゆ い

ちゃん
（平成１８年４月１７日生）
青 山 桜  也 

さ や

ちゃん

元
気
い
っ
ぱ
い
の
望
く
ん
。
た
く
さ

ん
遊
ん
で
す
く
す
く
大
き
く
な
っ
て

ネ
。

（
父　
進
・
母　
美
穂
、九
日
市
中
町
）

（平成１９年３月３０日生）
岡下　  望 　

のぞむ

ちゃん
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●豊　岡　市　役　所
　� 23‐1111
●城崎総合支所
　� 32‐0001
●竹野総合支所
　� 47‐1111
●日高総合支所
　� 42‐1111
●出石総合支所
　� 52‐3111
●但東総合支所
　� 54‐1000

　

市
で
は
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
ア

ネ
シ
ス
」に
委
託
し
、
認
知
症
予

防
の
た
め
の
「
脳
耕（
の
う
こ

う
）」体
験
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

「
脳
耕
」
は
、
文
学
作
品
の
書

き
写
し
や
音
読
、
足
し
算
や
掛
け

算
、
引
き
算
を
組
み
合
わ
せ
た
百

ま
す
計
算
や
パ
ズ
ル
問
題
な
ど
の

ド
リ
ル
で
、
朝
来
市
の
専
門
医
や

臨
床
心
理
士
で
作
る
グ
ル
ー
プ

「
豊
か
さ
物
づ
く
り
の
会
」
が
発

案
し
、
認
知
症
予
防
に
効
果
を
上

げ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

市
内
在
住
で
認
知
症
に
関
心
の

あ
る
方
は
、ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

２３

時　

分
〜
３
時

３０

▽
場
所　

市
民
会
館　

４
階
大
会

議
室

認
知
症
予
防
の
た
め
の

「
脳
耕
」体
験
講
演
会

催

し

催

し

▽
内
容　

・
第
１
部
…
歌
と
手
遊
び

・
第
２
部
…
講
演
会
と

　

脳
耕
ゲ
ー
ム
体
験

▽
講
師

・
第
１
部
…
ピ
ア
ノ

　

講
師　

大
谷
妃
早
子
さ
ん

・
第
２
部
…
大
植
病
院　

臨
床
心

理
士　

中
山
隆
人
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料　

▽
持
ち
物　

筆
記
用
具

▽
そ
の
他　

事
前
の
申
込
み
は
不

要
で
す
。
直
接
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

ア
ネ
シ
ス
�　

－

０
６
８
５

２３

　

冬
の
神
鍋
高
原
で
、�
元
気
ひ
だ

か
�
神
鍋
冬
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。
会
場
に
は
、
巨
大
雪
だ
る
ま

も
あ
り
ま
す
。
家
族
そ
ろ
っ
て
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月
２
日（
土
）午
前　
１１

時
〜
午
後
７
時
（
予
定
）

▽
場
所　

栗
栖
野
中
央
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
神
鍋
高
原
ス
キ
ー
場
各
ゲ

レ
ン
デ

▽
内
容

・
飲
食
バ
ザ
ー
、
特
産
品
の
販
売

・
雪
像
コ
ン
テ
ス
ト

・
雪
上
運
動
会

・
よ
さ
こ
い
踊
り
、
花
火

・
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ウ
ォ
ー
ク（
午

前
９
時
ス
タ
ー
ト
）

※
積
雪
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

▽
問
合
せ　
�
元
気
ひ
だ
か
�神
鍋

冬
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
日
高

町
商
工
会
）
�　

－

１
２
５
１

４２

　

各
地
域
で
は
、
花
の
愛
好
家
を

中
心
に
公
園
や
沿
道
の
花
壇
づ
く

り
や
庭
づ
く
り
な
ど
、
花
と
緑
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
グ
ル
ー

プ
の
取
組
み
の
紹
介
と
、
交
流
を

図
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

１６

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

２
階
大
会
議
室

▽
内
容

〈
第
１
部
〉
事
例
発
表

・
朝
来
市
ま
ち
づ
く
り
団
体
「
さ

ん
さ
ん
会
」
の
バ
ラ
づ
く
り

・
香
美
町
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

活
動

〈
第
２
部
〉
参
加
者
交
流
座
談
会

◆
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

持
続
可
能
な
環
境
づ
く
り

「
今
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
！
」

　

自
然
環
境
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

近
年
、
私
た
ち
が
で
き
る
自
然
環

境
を
守
る
こ
と
は
何
か
に
つ
い
て

考
え
る
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

�
元
気
ひ
だ
か
�

神
鍋
冬
ま
つ
り

教
育
委
員
会
出
石
分
室

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
花
と
緑
の

　

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
み
ん
な
花
と
も　
 
話  
・  
和  
・  
環 
」

わ
っ 
・ 
わ
っ 
・ 
わ
っ
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▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

２３

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

出
石
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー　

２
階
大
会
議
室

▽
内
容

・
小
坂
小
学
校
児
童
が
行
っ
て
い

る
環
境
保
全
活
動
お
よ
び
市
民

団
体
「
温
暖
化
防
止
出
石
」
の

活
動
内
容
を
紹
介

・
事
業
所
や
行
政
の
取
組
み
事
例

の
紹
介
や
情
報
交
換

※
い
ず
れ
も
参
加
費
は
無
料
で
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

１６

時　

分
〜
４
時

３０

▽
場
所　

但
東
市
民
セ
ン
タ
ー　

　

市
民
ホ
ー
ル

▽
内
容

・
入
賞
者
の
表
彰
と
紹
介

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
よ
る
交
流
会

　
「
テ
ー
マ
…
東
井
義
雄
の
心
を

受
け
継
い
で
」

▽
入
場
料　

無
料

▽
問
合
せ　

教
育
委
員
会
但
東
分

室

　

ふ
る
さ
と
竹
野
会
で
は
、
ふ
る

さ
と
便
の
試
供
便
と
し
て
「
お
試

し
便
」
を
発
送
し
ま
す
。

　

親
戚
や
友
達
な
ど
へ
の
贈
り
物

と
し
て
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
発
送
日　

３
月
１
日（
土
）

▽
内
容　

水
ガ
ニ
な
ど
の
海
産
物

や
稲
木
干
し
の
米
な
ど
の
農
産

物
な
ど
、　

品
目

１６

　

の
中
か
ら
希
望
の

　

２
品
を
届
け
ま
す
。

▽
会
費　

３
、０
０
０
円

▽
申
込
方
法　

電
話
で
、
事
務
局

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。
詳
し
い

案
内
書
を
送
付
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限　

２
月
８
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

ふ
る
さ
と

竹
野
会
事
務
局
（
竹
野
総
合
支

所
総
務
課
内
）

　

交
通
災
害
共
済
は
、

交
通
事
故
に
遭
っ
た

際
に
役
立
つ
相
互
補

償
制
度
で
す
。

　

手
ご
ろ
な
掛
金
で

加
入
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
加
入
く
だ
さ

い
。

▽
加
入
資
格　

市
内
在
住
の
方
お

よ
び
、
市
内
に
勤
務
ま
た
は
通

学
し
て
い
る
方

▽
共
済
掛
金　

１
人
年
額
５
０
０

円
▽
共
済
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

２１

３１

▽
共
済
金
支
払
額　

傷
害
の
程
度

に
よ
り
、
最
低
３
万
円
〜
最
高

　

万
円
ま
で
支
払
わ
れ
ま
す
。

８０
▽
加
入
方
法

・
市
民
…
各
地
区
の
自
治
会
等
を

通
じ
、
世
帯
単
位
で
加
入
く
だ

さ
い
。

・
前
述
以
外
の
方
…
会
社
、
商
店
、

事
業
所
等
の
単
位
で
加
入
く
だ

さ
い
。
な
お
、
加
入
申
込
書
は
、

防
災
安
全
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
あ
り
ま
す
。

※
加
入
は
１
人
１
口
で
、
二
重
に

加
入
で
き
ま
せ
ん
。

▽
加
入
受
付　

１
月　

日（
金
）か

２５

ら
随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

生
活
課

　

但
馬
技
術
大
学
校
で
は
、
次
の

と
お
り
第
３
回
一
般
入
試
試
験
を

実
施
し
ま
す
。

▽
募
集
学
科
・
人
員（
予
定
）

・
建
築
工
学
科　
　

人
１８

・
情
報
工
学
科　
　

人
１４

・
機
械
制
御
工
学
科　

３
人

・
自
動
車
工
学
科　

２
人

▽
出
願
手
続　

大
学
校
所
定
の
入

校
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
写
真
を
貼
付
し
、
合
否
通

知
用
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
、

持
参
ま
た
は
簡
易
書
留
で
送
付

く
だ
さ
い
。

※
応
募
資
格
等
詳
細
は
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
試
験
〉

▽
試
験
日　

２
月　

日（
土
）

２３

▽
会
場　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

の
他
、
姫
路
、
神
戸
会
場
も
あ

り
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

２
月
４
日（
月
）〜

　

日（
金
）

１５
▽
提
出
・
問
合
せ　

兵
庫
県
立
但

馬
技
術
大
学
校
（
〒
６
６
８
‐

０
０
５
１　
豊
岡
市
九
日
市
上

町
６
６
０
‐
５
）

　

�　
－

２
２
３
３

２４

第
５
回 
東
井
義
雄
賞

「
い
の
ち
の
こ
と
ば
」

入
賞
作
品
発
表
会
＆
交
流
会

募

集

募

集

平
成　

年
度

２０

交
通
災
害
共
済
加
入
者
募
集

ふ
る
さ
と
竹
野
会

「
お
試
し
便
」会
員
募
集

平
成　

年
度
生

２０

　

県
立
但
馬
技
術
大
学
校

学
生
募
集
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◆
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　
　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

▽
日
時　

２
月　

日（
金
）〜
３
月

１５

　

日（
金
）の
間
の
毎
週
金
曜
日

１４（
計
５
回
）

　

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
場
所　

竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー

▽
対
象　

ど
な
た
で
も

▽
参
加
費　

５
０
０
円

▽
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

２０

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
火
）〜

２９

２
月　

日（
火
）

１２

◆
平
成　

年
度

２０

　

竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

定
期
使
用
団
体
募
集

　

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

２１

３１

日
の
間
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館

の
定
期
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

日
程
調
整
を
行
い
ま
す
の
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
　

人
以
上
の
団
体

１０

▽
申
込
方
法　

海
洋
セ
ン
タ
ー
に

あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
そ
の
他

・
現
在
、
定
期
使
用
中
の
団
体
も
、

再
度
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
期
限
ま
で
に
申
込
み
が
な
い
団

体
は
、
定
期
使
用
は
で
き
ま
せ

ん
。

・
１
カ
月
以
上
、
使
用
し
な
い
期

間
が
あ
る
団
体
は
、
遠
慮
願
い

ま
す
。

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
火
）〜

２９

２
月　

日（
水
）

１３

竹
野
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

�　

－

１
８
０
５

４７

　

ち
り
め
ん
風
の
布
で
、
手
の
ひ

ら
サ
イ
ズ
の
か
わ
い
い
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
お
ひ
な
さ
ま
」
を
作
り
ま

せ
ん
か
。

　

気
軽
に
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日（
日
）午
前　

１７

１０

時
〜
正
午

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
文
化
館

▽
参
加
費

　

１
、０
０
０
円（
材
料
代
）

▽
持
ち
物　

縫
い
針
、糸
、は
さ
み

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

３０

▽
申
込
期
間　

１
月　

日（
火
）〜

２９

２
月　

日（
水
）

１３

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
文
化
館
�　

－

７
７
５
０

２３

　

市
で
は
、
限

ら
れ
た
予
算
・

人
員
の
中
で
、

市
が
目
指
す
将

来
像
を
実
現
す

る
た
め
、
市
が

行
う
事
務
事
業

に
つ
い
て
、
目

的
、
実
施
内
容
、
コ
ス
ト
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
必
要
性
、

効
率
性
な
ど
の
評
価
基
準
に
従
っ

て
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
改

善
・
改
革
の
取
組
み
に
つ
な
げ
て

い
く
事
務
事
業
評
価
を
実
施
し
ま

す
。

　

評
価
の
実
施
に
当
た
り
、
市
内

部
だ
け
で
な
く
市
民
の
視
点
で
も

市
の
仕
事
を
評
価
し
て
見
直
し
に

つ
な
げ
る
た
め
、
市
民
お
よ
び
有

識
者
に
よ
る
事
務
事
業
評
価
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。

　

市
の
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
意
見
、
提
言
を
い
た
だ
け

る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格　

市
内
在
住
の　

歳
20

以
上（
４
月
１
日
現
在
）の
方
で
、

平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
出
席
で
き
る
方

▽
人
員　

１
人

　

但
馬
内
か
ら
集
う
６
０
０
人
を

超
え
る
学
院
生
は
、
生
涯
青
春
、

生
涯
現
役
を
モ
ッ
ト
ー
に
、　

講
１６

座
・　

教
室
で
「
終
点
の
な
い
創

２５

▽
任
期　

委
員
委
嘱
の
日
（
５
月

ご
ろ
を
予
定
）
か
ら
２
年
間

※
委
員
会
の
開
催
は
、
お
お
む
ね

５
〜
７
月
の
期
間
に
４
〜
５
回

程
度
の
予
定
で
す
が
、
審
議
事

項
に
よ
っ
て
は
、
開
催
回
数
が

増
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
委
員
報
酬　

委
員
会
出
席
日
数

に
応
じ
て
、
規
定
に
基
づ
く
報

償
金
を
支
払
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

政
策
調
整
課
に
あ

る
所
定
の
応
募
用
紙
に
、
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
用
紙
は
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▽
募
集
期
間　

１
月　

日（
水
）〜

３０

３
月　

日（
月
）

１０

▽
選
考
・
通
知　

４
月
に
委
員
を

決
定
し
、
結
果
は
応
募
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。

▽
応
募
・
問
合
せ　

政
策
調
整
課

行
政
改
革
係

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

お
ひ
な
さ
ま
作
り
参
加
者
募
集

平
成　

年
度

２０

但
馬
高
齢
者
生
き
が
い
創
造
学
院

学
院
生
募
集

事
務
事
業
評
価
委
員
会

委
員
募
集
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造
活
動
」
を
通
し
て
、
相
互
の
友

愛
と
連
帯
の
輪
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
日
々
の
生
活
に
潤

い
と
心
身
の
健
康
を
育
む
生
き
が

い
づ
く
り
の
創
造
活
動
に
、
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

▽
入
学
資
格　

お
お
む
ね　

歳
以

６０

上
の
県
民

▽
募
集
講
座

・
毎
週
水
・
木
曜
講
座
…
陶
芸

・
毎
週
木
曜
講
座
…
木
彫

・
毎
月
２
回
講
座
…
麦
わ
ら
細
工
、

表
具
、
書
道
、

　

絵
画
、
民
謡
、

　

盆
栽
、
俳
句
、

　

短
歌
、
編
み
物
、

　

囲
碁
、
写
真
、

　

ダ
ン
ス
、パ
ソ
コ
ン（
経
験
者
の

み
）

▽
参
加
費
（
授
業
料
・
月
額
）

・
月
４
回
開
設
講
座
…４

、０
０
０
円

・
月
２
回
開
設
講
座
…２

、０
０
０
円

※
安
全
保
険
料
、
自
治
会
費
、
教

材
費
な
ど
が
別
途
、
必
要
で
す
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
木
）

２８

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

但
馬
高
齢

者
生
き
が
い
創
造
学
院
事
務
局

　
（
豊
岡
市
九
日
市
上
町
５
５
０
‐

１
）
�　

－

９
６
１
５

２３

　
　
　

－

４
３
６
６

ＦＡＸ
２３

◆
フ
ォ
ー
ク
ま
つ
り
出
場
者
募
集

　

バ
ン
ド
を
組
ん
で

い
る
皆
さ
ん
、
ス
ポ

ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
で　
　

演
奏
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
初
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
方

も
、
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
る
方
も
、

一
緒
に
ま
つ
り
を
創
り
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

５
月　

日（
日
）午
後
３

１１

時
開
演

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ

　

っ
と
ス
テ
ー
ジ

▽
参
加
資
格　

市
内
ま
た
は
そ
の

周
辺
地
域
で
、
社
会
人
を
中
心

と
し
た
音
楽
活
動
を
し
て
い
る

団
体
ま
た
は
個
人

　
　

た
だ
し
、
フ
ォ
ー
ク
系
お
よ

び
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
系
音
楽

の
生
演
奏
に
限
り
ま
す
。

▽
募
集
組
数　

５
〜
６
組

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考

▽
応
募
方
法　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、

Ｍ
Ｄ
等
に
１
曲
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

コ
ピ
ー
は
問
わ
な
い
）
を
録
音

し
、
プ
ラ
ザ
に
あ
る
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、持
参
ま
た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

２
月　

日（
水
）必

２０

着
▽
そ
の
他

・
出
演
時
間
は
、
１
団
体
に
つ
き

　

分
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

１５
・
当
日
は
、
プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

の
ゲ
ス
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

　
　
　

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
委
員
募
集

　

市
民
プ
ラ
ザ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
委

員
会
は
、「
市
民
活
動
拠
点
」「
市

民
文
化
・
地
域
文
化
創
造
の
拠
点
」

と
し
て
行
う
市
民
プ
ラ
ザ
の
自
主

事
業
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
、
企

画
・
立
案
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

の
プ
ロ
モ
ー
ト
ま
で
を
担
当
す
る

組
織
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
う

委
員
会
の
一
部
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

▽
応
募
資
格　

次
の
い
ず
れ
の
条

件
も
満
た
す
方

・
市
内
在
住
の
満　

歳
以
上
の
方

１８

（
高
校
生
不
可
）

・
市
民
プ
ラ
ザ
が
実
施
す
る
自
主

事
業
に
つ
い
て
熱
意
を
持
ち
、

事
業
に
参
加
で
き
る
方

・
月
２
回
程
度（
夜
間
）の
会
議
に

出
席
で
き
る
方

▽
報
酬
等　

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
任
期　

４
月
〜
平
成　

年
３
月

２２

（
２
年
間
）

▽
募
集
人
員　

７
名

▽
応
募
方
法　

プ
ラ
ザ
に
あ
る
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
応
募
の
動
機
な
ど

を
伺
い
ま
す
の
で
、
必
ず
応
募

者
本
人
が
持
参
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
応
募
期
限　

２
月　

日（
金
）

２９

※
受
付
は
、
火
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
〜
午
後
５
時　

分
３０

▽
選
考
・
通
知　

３
月
中
旬
ま
で

に
決
定
し
、
結
果
は
応
募
者
全

員
に
通
知
し
ま
す
。

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
は
、「
自
己

開
発
」「
人
と
の
交
わ
り
」「
自
然

と
と
も
に
」
の
３
つ
を
ポ
イ
ン
ト

に
、
�
優
し
い
心
�
�
何
で
も
で
き

る
手
�
を
目
指
し
て
、
活
動
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん

か
。

▽
募
集
部
門　

ブ
ラ
ウ
ニ
ー
部
門

（
小
学
１
〜
３
年
生
）お
よ
び

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
小
学
４
〜
６

年
生
）
の
い
ず
れ
も
若
干
名

▽
対
象　

現
在
、
保
育
園
、
幼
稚

園
の
５
歳
児
お
よ
び
小
学
１
〜

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

か
ら
の
お
知
ら
せ

〒
６
６
８
‐
０
０
３
１

豊
岡
市
大
手
町
４
‐
５

�　

－

３
０
０
０

２４

平
成　

年
度

２０
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集
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３
年
生
の
い
ず
れ
も
女
子
で
、

活
動
日
に
保
護
者
が
送
迎
で
き

る
こ
と

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

２
月　

日（
日
）

１０

▽
申
込
み
・
問
合
せ　
　

ガ
ー
ル

（社）

ス
カ
ウ
ト
兵
庫
県
第　

団　
６１

　

団
委
員
長　

宮
田
つ
る
子
さ
ん

　

�　

－

７
９
５
４（
夜
間
の
み
）

２３

▽
日
時　

２
月　

日（
土
）午
後
１

１６

時
〜
４
時

▽
場
所　

市
民
会
館　

　

４
階
中
会
議
室

▽
予
約　

相
談
は
、

　

予
約
制
で
す
。

　

予
約
受
付
時
間
は
、

　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
予
約
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司
法

書
士
会
但
馬
支
部　

法
律
相
談

委
員
会

　

�
０
７
９－

６
７
６－

３
３
６
８

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗
で
は
、
豊
岡

の
文
化
・
風
土
に
培
わ
れ
た
安
全
・

安
心
な
食
の
提
供
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
「
春
を
先
取

り
、
ウ
ド
ま
る
ご
と
食
べ
ち
ゃ
お

う
」「
お
い
し
い
栃
も
ち
、
か
き
も

ち
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
題
し
て
、

「
豊
岡
の
う
ま
い
も
ん
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

多
数
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

２
月　

日（
月
）午
後
３

２５

時　

分
〜
５
時

３０

▽
場
所　

コ
ウ
ノ
ト
リ
本
舗　

研

修
コ
ー
ナ
ー（
豊
岡
市
祥
雲
寺
）

▽
内
容　

豊
岡
の
旬

　

の
食
材
を
使
っ
た
、

　

地
元
農
産
物
の
お

　

い
し
い
食
べ
方
の

　

紹
介
と
試
食

・
メ
ニ
ュ
ー
…
ウ
ド
の
天
ぷ
ら
・

き
ん
ぴ
ら
・
甘
酢
和
え
、
あ
ん

入
り
栃
も
ち
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を

利
用
し
た
か
き
も
ち

※
か
き
も
ち
は
持
ち
帰
り
で
す
。

▽
参
加
費　

１
、０
０
０
円（
材
料

代
な
ど
）

▽
定
員　
　

人（
先
着
順
）

２０

▽
指
導　

豊
岡
市
生
活
研
究
グ

ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
皆
さ
ん

▽
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

２
月
１
日（
金
）〜

　

日（
水
）

２０
▽
申
込
み
・
問
合
せ　

コ
ウ
ノ
ト

リ
本
舗
�　

－

８
２
２
２

３７

相

談

相

談

講
座
・
講
習

講
座
・
講
習

豊
岡
の
う
ま
い
も
ん
講
座

（
第
２
回
・
春
編
）

司
法
書
士
に
よ
る

　

登
記
･
多
重
債
務
・

　

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
等

市
民
生
活
無
料
相
談
会

そ
の
他

そ
の
他

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
２
月
の
日
程
お
よ
び
担
当
医
師

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
立
豊
岡
病
院 
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

担当医師（住所）月　日

赤松　亮
（豊岡市九日市）

３日

２　
　

月

中沢　洋
（豊岡市出石町）

１７日

國屋正史
（養父市八鹿町）

２４日

※診療時間は、午前９時～
午後５時までです。

　
　

兵
庫
県
交
通
安
全
協
会
で
は
、

（財）
優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の
申
請
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
居
住
地
の
交

通
安
全
協
会
の
窓
口
で
申
請
く
だ

さ
い
。

▽
受
賞
基
準　

次
の
す
べ
て
の
要

件
を
満
た
す
方

・
交
通
安
全
協
会
員
の
方

・
禁
固
以
上
の
刑
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

・
過
去
５
年
間
、無
事
故
・
無
違
反

で
あ
る
こ
と（
平
成　

年
２
月

１５

１
日
以
降
無
事
故
無
違
反
）

・
金
賞
受
賞
後
、
引
き
続
き
車
の

運
転
に
従
事
し
て
い
る
方

・
金
賞
を
受
け
た
方
で
、次
の
受
賞

後
の
基
準
年
数
を
経
過
し
た
方

▽
持
ち
物　

運
転
免
許
証
、
交
通

安
全
協
会
会
員
証

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課
消
防
安

全
係

優
良
運
転
者（
金
正
賞
）の

申
請
受
付
開
始

金賞受賞後経過年数対　　象

３年
（平成１７年以前に
受賞された方）

営業車（バス・タ
クシー等）を運転
している方

５年
（平成１５年以前に
受賞された方）

自家用車を運転
している方

１０年
（平成１０年以前に
受賞された方）

原動機付自転車
を運転している
方



35 広報とよおか　2008.1.25

ＦＭラジオで豊岡市の情報をお知らせしています !!（周波数　76.4 メガヘルツ）　「豊岡きらめき情報局」毎週月曜日～金曜日　8：00～8：05、17：50～17：52

　

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
土
地
区
画
整
理
法
第　

条
第

５５

９
項
の
規
定
に
基
づ
き
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
そ
の
計
画
図
書
を
同

法
第　

条
第　

項
に
基
づ
き
縦
覧

５５

１０

し
ま
す
。

▽
施
行
期
間　

１
月　

日（
金
）〜

２５

平
成　

年
３
月　

日（
月
）

２６

３１

▽
計
画
決
定
日　
　

月
６
日（
木
）

１２

▽
施
行
地
区

▽
縦
覧
期
間　

１
月　

日（
金
）〜

２５

換
地
処
分
公
告
の
日
ま
で

▽
縦
覧
場
所
・
問
合
せ　

日
高
総

合
支
所
地
域
整
備
課

　
　

ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念　

世
紀

（財）

21

研
究
機
構
が
、
平
成　

年
の
台
風

16

　

号
の
被
災
地
で
あ
る
本
市
の
事

23業
所
を
対
象
に
、
地
域
防
災
の
現

状
や
今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

調
査
に
当
た
り
、
１
月
下
旬
か

ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
、
同
研
究

機
構
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
表
が

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
記
入
に
つ

い
て
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

防
災
安
全
課

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　

２
月　

日（
月
・
祝
）「
建
国
記

１１

念
の
日
」
は
、
ご
み
の
収
集
を
休

み
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
品
目
に

つ
い
て
は
振
替
日
を
設
け
ま
す
。

ー
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ
ー

　

地
域
防
災
に
関
す
る
調
査
に

協
力
く
だ
さ
い

ご
み
の
収
集
日
の
変
更

稲
葉
川
土
地
区
画
整
理
事
業

事
業
計
画
を
決
定

施　　　行　　　地　　　区

・日高町岩中字上河原の全部

・日高町岩中字小川、字荒堀、字下坪、字小山
崎、字鉾立および字七反の各一部
・日高町浅倉字一本木、字尾川、字彦畦および
字下り場の全部
・日高町浅倉字小山、字深田、字柳瀬および字
道ノ下の各一部

・日高町赤崎字渕ノ上の一部

・日高町宵田字竹ノ内の一部

競争入札参加資格審査申請（指名願い）
－平成２０・２１年度分受付－

　入札参加資格登録の期間満了に伴い、平成２０・２１年度

に市が発注する建設工事、測量・建設等コンサルタント

業務、物品製造等の入札・見積りに参加を希望する業者、

または市と物品納入および役務の提供等の取引を希望す

る業者は、入札参加資格審査申請書（指名願い）の提出

が必要です。所定の申請書を提出ください。

　なお、これまで登録されていた業者も、今回、新たに申請書の提出が

必要となりますので、必ず提出ください。

　提出要領、申請書様式は、総務課管財係または各総合支所総務課にあ

ります。また、市ホームページからダウンロードできます。

▽提出方法　持参または郵送ください。

▽提出期間　２月１２日（火）～３月１２日（水）必着

▽提出・問合せ　総務課管財係
　ホームページアドレス http://www.city.toyooka.lg.jp/

【日高地域】

振替日収集品目

２月２５日
（月）

燃やさないごみ
びん・かん

【豊岡地域】

振替日当該収集区域収集品目

２月１３日
（水）

上陰、中陰、
下陰

紙製容
器包装

【出石地域】

振替日収集品目

２月１９日
（火）

紙製容器包装
プラスチック製容器包装

「ごみカレンダー」
をご覧ください。

【城崎地域】

振替収集該当品
目はありません。

【竹野地域】

【但東地域】

＝お知らせ＝

　１月１０日号発行の市広報

第６６号、１３ページの「就業資

格取得講習会」を主催する

「但馬安全衛生協会」は、「但

馬労働基準協会（大手町２‐

２３　�２４－３８７９）」とは別の

協会であり、関係はありま

せん。
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2月の予定
市立図書館本館2月のカレンダー

土金木水火月日
21
9876543
16151413121110
23222120191817

292827262524
■■　は休館日です。　

＊市立図書館の資料はホームページからも検索できます。
　図書館ＵＲＬ
　　http://www３.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
　メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

休館日開館時間館

毎週火曜日・祝日・
図書整理日（月末）
※２９日（金）は、各分
館のみ図書整理
のため休館しま
す。

午前１０時～午後６時
※金・土曜日は午後７時まで本館

午前１０時～午後６時
※日高分館…金曜日は午
　後７時まで

城崎・竹野
日高・出石
但東　　　

◆◆ 城　崎　分　館 ◆◆　�３２‐２５３２

◆◆ 竹　野　分　館 ◆◆　�４７‐１５４８
特別図書整理のため、５日（火）～７日（木）は休館します。

土曜おはなしのへや
２３日（土）午前１０時３０分～日　時
竹野分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

お話しのこべや
９日（土）午前１０時３０分～日　時
城崎分館　おはなしのへや場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

第１１回古文書講座
〈初級〉午後１時２０分～２時５０分

１７日（日）日　時
〈中級〉午後３時～４時３０分

視聴覚講演室（２階）場　所

土曜としょかん
～すてきなプレゼント、あげたいな～

９日（土）午前１０時１０分～１１時３０分日　時
おはなしの部屋（１階）・工作交流室（２階）場　所
５歳以上対　象

詩・ストーリーテリング・プレゼントボックス作り
（紙工作）内　容

２０人（先着順）定　員
８日（金）まで申込期限

おはなしのゆりかご
７日（木）午前１１時～日　時
おはなしの部屋（１階）場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

いっしょにおはなし会
７日・１４日　毎週木曜日
いずれも午前１０時３０分～日　時

おはなしの部屋（１階）場　所
３歳くらいの幼児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせ内　容

◆◆ 出　石　分　館 ◆◆　�５２‐５４８９

◆◆ 但　東　分　館 ◆◆　�２１‐９０３６

◆◆ 日　高　分　館 ◆◆　�４２‐１１４１
特別図書整理のため、１１日（月）～１４日（木）は休館します。

絵本からのおくりもの
９日（土）・２３日（土）午前１０時３０分～日　時
日高農村環境改善センター　会議室（２階）場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

２日（土）午前９時３０分～日　時
高橋地区公民館場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ内　容

えほんのじかん

６日（水）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　和室場　所
０～２歳児とその保護者対　象
絵本の読み聞かせと絵本のアドバイス内　容

えほんのとびら

２３日（土）午前１０時３０分～日　時
出石農村環境改善センター　農事研修室場　所
幼児または児童対　象
絵本の読み聞かせ・ミニ工作など内　容

おはなし会

◆◆ 本　　　館 ◆◆　�２３‐６１５１
　特別図書整理のため、１９日（火）～２８日（木）は休館します。
２９日（金）は開館します。
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2月の予定 
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのさまざまな活動をしています。 
　参加費は無料でどなたでも参加できます。 
※詳細は各センターに問い合わせください。 
※定員があるものについては、事前に申し込みください。 

但東子育てセンター　　５４-１１１０ 

子育て総合センター　　２４-４６０４ 
（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階） 

どよう広場
毎週土曜日　午前１０時３０分～１１時（第４土曜日
は１１時３０分まで）日　時

子育て総合センター　子育て学習室場　所
子育て中の親子対　象
絵本の読み聞かせ・紙芝居内　容
２３日（第４土曜日）は『どようファミリー広場』で、読
み聞かせの他に親子遊びもします。お父さんの参
加をお待ちしています。

その他

ほっとたいむ
４日（月）・２１日（木）午前１１時～１１時１５分日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
童謡などを一緒に歌う内　容
お子さんの身長や体重の計測もします。その他

おやこっこ運動遊び
１８日（月）午後１時３０分～２時４５分日　時
子育て総合センター　子育て学習室場　所
２歳ぐらいまでの子どもとその保護者　２５組（先
着順）対　象

親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容
１日（金）～１３日（水）申込期間

２６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
各グループがアイデアを凝らして発表します。ぜ
ひ、観覧ください。内　容

グループ発表会

１９日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
みんなで楽しく歌おう内　容

わいわいコーラス

子育て座談会
１９日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
合橋地区公民館場　所
就学前の子どもを持つ保護者　※託児あり対　象
臨床心理士　賚　純雄さん講　師

運動遊び
６日（水）午前１０時～１１時１５分日　時
合橋地区公民館場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

城崎子育てセンター　　３２-４６６６ 
子育て座談会

５日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児を持つ方ならどなたでも　※保育あり対　象

臨床心理士　 賚 　 純雄 さん
たもう じゅんゆう

講　師

お父さんのクッキング教室
２３日（土）午前１０時～午後０時３０分日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児を持つ保護者対　象
お父さんのごちそう作り内　容
エプロン、三角巾、お茶、手ふきタオル持ち物
１人３００円、家族で参加は１家族５００円参加費
１５日（金）申込期限

絵本の読み聞かせ
２８日（木）午前１０時３０分～１１時日　時
城崎子育てセンター場　所
乳幼児とその保護者対　象

子育てミニ講話
２２日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
栄養士による講話「朝ごはんとおやつの話」内　容

日高子育てセンター　　４２-４６１０ 
絵本の読み聞かせの会

１５日（金）午前１０時３０分～１１時日　時
きっずらんど（日高総合支所３階）場　所
就学前の子どもとその保護者対　象

出石子育てセンター　　５２-６１８８ 

親子で花を生けよう
２７日（水）午前１０時～正午日　時
出石子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者　２０組程度（先着順）対　象
水嶋寿美子さん講　師
１人３００円　※花器・剣山は持参ください。参加費
２０日（水）申込期限

子育て座談会
２６日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
出石子育てセンター　和室場　所
就学前の子どもを持つ保護者　※託児あり対　象
臨床心理士　賚　純雄さん講　師

竹野子育てセンター　　４７-２０３０ 

なかよし広場
２２日（金）午前９時３０分～１１時３０分日　時
豊岡市民プラザ　ほっとステージ場　所
２歳ぐらいまでの乳幼児とその保護者、妊婦対　象
親子の自由遊びや交流、計測や子育て相談内　容

５日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野子育てセンター場　所
就学前の子どもとその保護者対　象
いろいろなお面を作って鬼退治
※センターで用意した豆をまきます。内　容

豆まき

おやこふれあいたいむ
２５日（月）午前１０時３０分～１１時日　時
子育て総合センター　ふれあい広場場　所
子育て中の親子対　象
紙芝居を見たり、お手玉をします。内　容

３Ｂ体操
１２日（火）午前１０時～１１時３０分日　時
竹野地区公民館場　所
就学前の子どもとその保護者　２０組程度（先着順）対　象
３Ｂ体操（ボール・ベルト・ベルダーを使って運動遊び）内　容
竹本七美さん講　師
８日（金）申込期限
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施　設　の　イ　ベ　ン　ト 施　設　の　イ　ベ　ン　ト 

■北野タダオ＆アロージャズオーケストラ
with 布施　明

市民会館
�２３‐０２５５　ＦＡＸ２４‐０９５２　（火曜日休館）

豊岡市民プラザ（ＪＲ豊岡駅前アイティ７階）
�２４‐３０００　ＦＡＸ２４‐３００４　（火曜日休館）

　なにわのコリオグラファー「しげやん」
こと北村成美によるコンテンポラリー（現
代風）ダンス。型にとらわれない自由な
発想で繰り広げられる力強いパフォー
マンスをぜひお楽しみください。

　３月１日（土）開演１９：００（開場１８：３０）
◇場　所　ほっとステージ
◇出　演　北村成美
◇入場料　全席自由　５００円
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、２

月２０日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

■市民プラザコンテンポラリーダンスプログラム第3弾
　しげやんダンスライブ

　「ｉ．ｄ．」 「うたげうた」　日本を代表するジャズビッグバンド「北野タダオ＆
アロージャズオーケストラ」と抜群の歌唱力を誇る実力派、
布施　明を迎えてのスペシャルライブです。

　２月２９日（金）開演１８：３０（開場１８：００）
◇入場料　指定席４，０００円　自由席３，５００円
　（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

■「第九」テレマン室内管弦楽団演奏会

　テレマン室内管弦楽団によるバロック音楽の演奏の
ほか、市内の小･中学生で｢第九｣合唱団を結成し、但
馬初の児童生徒による、ベートーヴェン｢第九 ｣合唱も
行います。

　３月１６日（日）開演１４：００（開場１３：３０）
◇曲　目　ヴィヴァルディ「四季」　ほか
◇入場料　指定席２，０００円
　　　　　自由席（大人）１，５００円（高校生以下）１，０００円

（友の会は各３００円引き、当日券は各５００円増）
◇チケット発売中（各プレイガイドでも購入できます）

アロージャズオーケストラ

北野タダオ布施　明

北村成美

■豊岡市民プラザ演劇ファクトリーVOL.Ⅳ　本公演

　 星  迷  宮  ―地球は青かった・昭和流星篇―
ほし めい きゅう

～星は赤く輝き流れる～ 　　
　助成：財団法人地域創造
　演劇ファクトリーは、基礎訓練
と舞台実習を経て、オリジナル作
品の上演に取り組む豊岡市民プ
ラザの市民参加創造事業です。

　３月２２日（土）　開演１８：３０
　　　　　　　　（開場１８：００）

　３月２３日（日）　開演１３：３０（開場１３：００）
　　　　　　　　開演１８：３０（開場１８：００）
◇場　所　ほっとステージ
◇入場料　全席自由
　　　　　一般（シングル）１，０００円　（ペア）１，５００円
　　　　　高校生以下・６５歳以上７００円
　　　　　（当日券は各２００円増、ペアチケットは

前売りのみ）
◇託　児　託児（１歳半～就学未満）を希望の方は、３
　　　　　月１２日（水）までに申し込みください。
◇チケット発売中

　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　２月２４日（日）　開演１３：３０
◇場　所　交流サロン
◇出　演　私立但馬防衛軍

デジタル伴奏に乗せて、トランペットや
サックス、トロンボーンを演奏していた
だきます。

◇曲　目　年下の男の子、「笑っていいとも」のテー
マ　ほか

◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。音
楽活動の発表の場として利用ください。

■第４３回サロンコンサート

※上記 2つのチケットは、市民プラザのほかに、市民会
館、図書館、城崎・竹野・日高地区公民館、ひぼこ
ホール、但東市民センターでも購入できます。
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月の主な行事 

平成２０年 

2
FEBRUARY

平成２０年１月１日現在（前月比） 

豊岡市の人口 
合　計 

男　性 

女　性 

世帯数 

人 

人 

人 

世帯 

91,019 

43,634 

47,385 

31,873

（－38人） 

（－21人） 

（－17人） 

  （－8世帯） 

▼
お
正
月
早
々
は
、
一
面
の
雪
景
色
に

や
は
り
但
馬
！
と
思
っ
た
の
も
つ
か
の

間
、
今
日
は
１
月
と
は
思
え
な
い
春
の

よ
う
な
日
差
し
。
春
は
待
ち
遠
し
い
け

れ
ど
今
は
ま
だ
冬
。子
ど
も
の
こ
ろ
の
冬

の
風
景
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
に
少
し
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
○Ｈ
 

▼
雪
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、

雪
だ
る
ま
や
か
ま
く
ら
を
作
っ
て
い
る

子
ど
も
を
あ
ま
り
見
か
け
な
く
な
っ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
、

雪
合
戦
を
し
た
り
、
土
手
で
ソ
リ
や
ミ

ニ
ス
キ
ー
を
し
て
遊
ん
で
い
た
こ
ろ
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。　
　

○Ｄ
 

▼
ｅ
通
勤
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

就
職
し
て
初
め
て
の
路
線
バ
ス
通
勤
。

車
内
で
は「
次
は
○
○
」と
懐
か
し
い
ア

ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
利
用
者
と
同
車
す

る
こ
と
で
、
普
段
と
違
う
目
線
で
の
体

感
が
で
き
、楽
し
い
通
勤
で
し
た
。少
し

で
も
環
境
に
貢
献
で
き
た
か
な
。　

○Ｙ
 

▼
市
内
の
小
学
校　

校
を
巡
る
「
学
校

３０

探
検
」
が
、今
号
で
終
了
し
ま
し
た
。２

年
半
に
も
お
よ
ぶ
長
期
シ
リ
ー
ズ
。
学

校
ご
と
に
特
徴
が
違
い
、
豊
岡
の
す
み

ず
み
ま
で
行
け
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

次
は
ど
ん
な
シ
リ
ー
ズ
が
始
ま
る
の
か

楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。
○Ｉ
 

編編編編編編編編編編編

集集集集集集集集集集集

後後後後後後後後後後後

記記記記記記記記記記記

●全但バス休止申出にかかる市民説明会
（１９：３０～出石　福住交流センター）

●舞台照明基礎講座Ⅱ（～３日、豊岡市民プラザ）
●日本・モンゴル民族博物館　第３８回企画展
　「豊岡の文化財Ⅴ節句－

子の成長を願う但馬の年中行事」
（～４月８日、日本・モンゴル民族博物館）

（金）１

●元気ひだか「神鍋冬まつり」（１１：００～
日高町栗栖野　栗栖野中央グラウンド）

●平成１９年度　出石地域こころをつなぐ市民
集会（１３：３０～出石文化会館ひぼこホール）

（土）２

●冬の円山川くだり～雪見舟～（正午～小島岸壁～）（日）３
●全但バス休止申出にかかる市民説明会

（１９：３０～竹野総合支所）
（月）４

●子育て座談会（１０：００～城崎子育てセンター）
●節分・豆まき（１０：００～竹野子育てセンター）
●全但バス休止申出にかかる市民説明会

（１９：３０～竹野南地区公民館）

（火）５

（水）６
●プラザ　シネマ　ウィーク
（～１１日、１４：００～・１９：００～豊岡市民プラザ）
●全但バス休止申出にかかる市民説明会

（１９：３０～高橋小学校）

（木）７

●行政書士による無料市民法務相談
（１３：００～豊岡健康福祉センター）

●全但バス休止申出にかかる市民説明会
（１９：３０～港地区公民館）

（金）８

（土）９
●平成１９年度　第３回　危険物取扱試験

（県立但馬技術大学校）
●豊岡市国際交流協会出石支部　春節祭

（１１：３０～出石農村環境改善センター）

（日）１０

建国記念の日（月）１１
●３Ｂ体操（１０：１５～竹野地区公民館）
●全但バス休止申出にかかる市民説明会

（１９：３０～但東総合支所）

（火）１２

（水）１３
●全但バス休止申出にかかる市民説明会

（１９：３０～資母地区公民館）
（木）１４

●絵本の読み聞かせの会
（１０：３０～日高子育てセンター）

●全但バス休止申出にかかる市民説明会
（１９：３０～田鶴野地区公民館）

（金）１５

●司法書士による市民生活無料相談会
（１３：００～市民会館）

●第５回　東井義雄賞「いのちのことば」入賞作品
発表会＆交流会（１３：３０～但東市民センター）

●花と緑のまちづくりフォーラム
「みんな花とも　話・和・環」

（１３：３０～出石農村環境改善センター）
●認知症（予防）高齢者音楽会

（１４：００～グループホーム　アネシス）

（土）１６

●コウノトリのおひなさま作り
（１０：００～コウノトリ文化館）

（日）１７

●おやこっこ運動遊び（１３：３０～子育て総合センター）（月）１８
●手作りおもちゃ（１０：００～出石子育てセンター）
●わいわいコーラス（１０：００～竹野子育てセンター）

（火）１９

●第２８回　兵庫神鍋高原マラソン全国大会
写真コンテスト入賞作品巡回写真展
（～２９日、日高農村環境改善センター）

（水）２０

（木）２１
●なかよし広場（９：３０～豊岡市民プラザ）
●子育てミニ講話（１０：００～日高子育てセンター）
●名色スキー場まつり（日高町名色　名色ゲレンデ）

（金）２２

●お父さんのクッキング教室
（１０：００～城崎子育てセンター）

●認知症予防のための「脳耕」体験講演会
（１３：３０～市民会館）

●環境フォーラム　持続可能な環境づくり
　「今、私たちにできること！」

（１３：３０～出石農村環境改善センター）

（土）２３

●普通救命講習（９：００～出石農村環境改善センター）
●第４３回　サロンコンサート

（１３：３０～、豊岡市民プラザ）

（日）２４

●豊岡のうまいもん講座（１５：３０～コウノトリ本舗）
●アップかんなべ中央ゲレンデスキーまつり
（日高町栗栖野　アップかんなべ中央ゲレンデ）

（月）２５

●グループ発表会（１０：００～竹野子育てセンター）（火）２６
●コンテンポラリーダンスワークショップ

（～２９日、豊岡市民プラザ）
（水）２７

●絵本の読み聞かせ
（１０：３０～城崎子育てセンター）

（木）２８

●ふれあいコンサート（１３：３０～城崎地区公民館）
●不動産公売（１４：００～市役所第３会議室）
●北野タダオ＆アロージャズオーケストラ　

ｗｉｔｈ　布施　明（１８：３０～市民会館）

（金）２９



40広報とよおか　2008.1.25Trademark of American Soybean Association 古紙配合率100％再生紙を使用しています 

「広報とよおか」は、資源保護のため古紙１００％の再生紙を
使用し、環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

人と自然の共生を考えるエコミュージアムの拠点 

コウノトリ文化館 コウノトリ文化館 コウノトリ文化館 

お出かけください 
このコーナーでは、豊岡市立の文化施設を巡り、紹介します。 

文化施設巡り 1

■所 在 地　豊岡市祥雲寺１２７　 ２３－７７５０　ＦＡＸ２３－８００５ 
■開館時間　９：００～１７：００ 
■休 館 日　毎週月曜日（祝日・休日の場合は翌日）、 
　　　　　　年末年始（１２月２８日～１月４日） 
■入 館 料　無料 
■ホームページアドレス 
　http://www３.city.toyooka.lg.jp/kounotori/index.htm

　コウノトリと共に暮らす地域文化の保存・再生・創造を基本テーマにした
当館は、平成１２年６月、県立コウノトリの郷公園の中に開設した施設です。
　館内では、コウノトリを育んできた豊岡の自然・文化・環境や自然の恵み
を受けて発展していった地場産業、コウノトリの保護増殖事業の歩みなどを
分かりやすく展示しています。そのほか、シアタールームでは、コウノトリ
の保護活動やコウノトリを里に迎えるための取組みなどをハイビジョン映像
で放映しています。
　また、郷公園駐車場には、地元や環境にこだわった産品を販売する「コウ
ノトリ本舗」があります。皆さん、ぜひ、お越しください。 　当館職員の田中江利子が

ご案内します。

　玄関を入るとコウノトリ（はく
製）が迎えてくれます。

▲フロアー

　コウノトリをはじめとする鳥類や市内
に生息するイノシシやクマなどのはく製
が見られます。

▲収蔵室

　コウノトリを育んできた豊岡盆地と、
人と自然が共生する地域づくりに取り組
む人々の様子を紹介しています。

▲展示コーナー

　豊岡盆地に生息する魚類や昆虫などの
実物や標本の展示が見られ、切り紙工作
もできます。また、コウノトリの記録ビ
デオも上映しています。

▲展示・実習室

　公開ケージのコウノトリを間近に見な
がら、くつろげるスペース。会議などに
も利用できます（有料）。

▲多目的ホール
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